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Panasonic" 

操作マニュアル 

パーソナルコンピューター 

品き CF-30 シリーズ 


このたびはパナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにあ 
りびとラございました。 

取巧説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 




Windows Vista について 
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ユーザーアカウント制御 


ユーザーアカウント制御は、パソコンの不正操作を防ぐ目的で新たに Windows Vista に採用されたセキュリテイ機能です。 
；':ソコンで重要な操作を実行しよラとずると、その都度ユーザーアカウント制御画面び表おされます。 


Windows ヴイドパー 


初期設定では、 Windows サイドパ‘一は表をされません。表示させるには、 M (スタート）-[ずべてのプ□グラム]-[アクセヴ 
リ]- [ Windows サイドバー ] をクリックしてください。 

• 常にサイドバーを表ちさせるには： 

① 画面ち下のタスクトレイのサイドパ‘ーアイコン国]をちクリックして、[プ□パティ ] をクリックずる。 

② [ Windows 起動時にサイドバーを開始します]にチェックマークを付け、 [ OK ] をクリックずる。 


無線 LAN を使うと 


アクセスポイントにつなび5なかったり、アクセスポイントび見つか5なかったりずる場合は、画面ち下のタスクトレイ 
の 巧を ちクリックし、[ネットワークに接続]をクリックし、[ネットワークに接続]の画面の い* I をクリックしてくださ 
し、。 


音芦と動画 


• PC 力ードや SD メモリーカードに音声（ MP 3、 WMA 等）や動画 （ MPG 、 WMV 等）を記録して再生ずると、その途中 
で途切れることびあります。このよラな場合には、音声や動画を八ードディスクドライブへコピーしたラえで再生して 
<ださい。 

• AVI ファイルに保存された音声や動画を再生ずると、その_途中で途切れたり再生び遅れたりすることびありまず。このよ 
うな場合には、画面ち下のタスクトレイの m または'^をク U ックし、[高パフォーマンス]をクリックしてくださ 
し、これで問題び解消されることびありま#?^ 

• Windows の使用状況によっては、 Windows の起動時に音声び途切れることびありまず。起動時に音声び出ないよラに設 
定するには、次の手順を実行してください。 

① デスクトップをちクリックし、[個人設定]-[サウンド]をクリックする。 

感 [ Windows スタートアップのサウンドを再生する]か5チェックマークをがし、 [ OK ] をクリックずる。 











夺一の組み合わせによる操作 
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お知5せ 


• 繰り返し連続して巧さないでください。 

• フラットパッド、外部マウス、タッチパネルなどを操作しなび5巧さないでください。 

• Windows に□グオンずるまで、操作は行わないでください。八ードディスク状態表示ランプ昌び消えるまでお待ち 

ください。セットアップユーティリティの画面では、 Fn+n. Fn+F2, のキー操作のみ働きます。 

• アプリケーシヨンソフトによっては働かない場合びありまず。 

• Windows に□グオンずると、ポップアップアイコンび表示されまず。ただし、アプリケーシヨンソフトの状態によっ 
ては表示されない場合びありまず。 


キー 

機能 

ポップアップアイコン 

西 + 日 

西喝 

内部 LCD の輝度調壁 

(Fn+i1= 下げる/ Fn+F2= 上げる） 

阁 



• 工場出荷時は、セットアップユーティリティの「メイン」メニュ ー 
で、 「 LCD 輝度モード」び「高輝度」に設定されています。輝度を下 
げるには、「通常輝度」に設定してください。 （466ぺ ーン） 



















キーの組み合わせによる操作 
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キー 

Fii+FS 画面の表示巧の切り替え 


機能 ポップアップアイコン 

(今39ぺ ージ） 一 


(か部ディスプレイ接続時） 

内部 LCD 今同時表を今が部ディスプレイ 

A J 


お願い 


• 画面表示び切り曾わるまで他のキーを巧さないでください。 

• 次の場合はこの機能を使わないで<ださい。 

-か部ディスプレイび接続されていないとさ 
• DVD - Video や MPEG ファイルなどの動画を再生しているとき 
-拡張デスクトップモードを使用しているとさ 


お知5せ 


• Windows び起動するまで（セットアップユーティリティなど）は、同 
時表ちにすることびできません。を巧ずと、か部ディスプレイ 
または内部 LCD に切り替わりまず。 


な+西 


音声出力のオン/オフ 


お知5せ 


• 音声出力をオフにすると、ビープ音ち鳴0ません。 




オフ 

(ミユート） 


オン 


Fn+FS 

Fii+Fe 


ち看調沪 

(Fn+f5= 下げる/ Fn+F6= 上げる） 


お知5せ 



音量を微調整ずるとさは、 f 百を巧したまままたは fg を断続的に 
巧して < ださい。 


な+巧 


スリープ状態に入る （今 11ぺ ーシ） 


而+两 


バッテリー残■確認 


(今20ぺ ージ） 


Fn+F1 田 


休止状態に入る （今11ぺ ーシ） 










































キーの組み合わせによる操作 
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Hot key 設定 


次の2つの設定をすることびでをます。 

• Fn キー □ ック 

@を巧した後、他のキーを巧すまで、 f 百び押された状態（□ック状態）になります。キーの組み合わせび押しに< 
い場合に便利でず。 

-ポップアップアイコンの表示/非表示 

1 Hotkey 設定プ□グラムを起動ずる。 

0(スタート）-[ずべてのプ□グラム]- [Panason 句- [Hotkey 設定]をクリックずる。 

2 各項目を設定する。 

[Fn キーを□ックずる] 

• @を1回だけ巧ず場合 
の@を1回巧ず。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを巧ず。（□ック状態解除） 

• Eg を連続して使う場合 

① @を2回巧ず。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを巧ず。（再度@を巧ずまで□ック状態のままでず。） 

[巧知方法] 

[ Fn キーが押されたとさに音を鳴5ず]’ 1 

[ Fn キーの:!犬態を画面に表示ずる]:@の状態を画面ち下のタスクトレイに表示しまず。 

.面： FS □ック状態 
• Fn ；： 面□ック解除 

[ポップアップを表示しない] 

ポップアップアイコンび表示されなくなりまず。 

3 [0 K ] をクリックする。 


お知5せ 


• Hotkey 設定は、ユーザーごとに設定でさます。 


音声出力をオフにしていると、ビープ音は鳴りません。 







タッチパネル 4 r BACK 6 NEXT ず 

タッチパネル機能を使って、フラットパッドやマウスと同様の操作びでをます。付属のスタイラスペンで画面の表面に触れ 
て < ださい。 

詳しくは因(スタート）-[すべてのプ□グラム ]- [Tablet PC ] - [Tablet PC タッチトレーニング]をクリックしてください。 

• ちクリックずるには 

① スタイラスペンでちクリックの対象を指し続けるか、またはちクリックの対象を指しなび5「タッチポイン 
夕」のちボタンを選択する。 



■ 指または付属のスタイラスペンでタッチパネルを操作ずる 

タッチパネル機能を使ラとをは、必ず指または付属のスタイラスペンで表面に触れなび5操作してください。 

指やスタイラスペン L ソがの物（指の m や金属、硬くて先のとびった物）でタッチパネルを操作すると、表面に傷跡や巧 
れびついて誤動作の原因になることびありまず。 

■ 大きな力をかけずに操作ずる 

タッチパネルは軽く触れるだけで操作できまず。大きな力をかけると表面を傷つけることびあります。 


タッチパネルのお手入れ 


■ ちれは付属の専用巧でふき取る 

タッチパネルには専用の処理び施されていまずので、巧れは専用巧で簡単にふさ取ることびでさまず（必ず付属の専用 
巧を使用してください)。簡単に巧れび落ちなければ、表面に息を吹さかけてか5ふさ取ってください。 

専用巧に水や;'容剤を染み込ませてふさ取5ないでください。 

■ パソコンの電源を切ってか5清掃ずる 

電源を入れて画面を清掃すると、パソコンび誤動作を起こす原因になりまず。また、タッチパネルの巧れは電源び切れ 
ているとさの方び目立つため、清掃びしやずくなります。 








タツチノくネル 
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■ 専用巧の巧れを洗い落とず 

専用巧のミちれは刺激の少ない洗剤で洗濯して<ださい。漂白剤やな地用柔軟剤（軟化剤）を使ったり、沸騰したお湯で 
巧を殺菌したりしないでください。 

巧れた専用巧を使用すると、タッチパネルにミちれび付着ずる原因になりまず。 

■ タッチパネル表面のひっかき傷を防ぐ 

次の項目をチェックしてください。 

• 指またはスタイラスペンでタッチパネルを操作しているか 
• 表面に';ちれびないか 
• 専用巧に巧れびないか 
• スタイラスペンの先端び変形していないか 
• スタイラスペンの先端にミちれびないか 
• 指に巧れびないか 


タッチノ ネル操作時のま意事項 


■ 表示領域のがに触れない 

タッチ! ネルの入力範囲はデイスプレイ画面の表ち内でず。表を領域のがに触れると、タッチ/ネルの誤動作や損傷を 
招 < 原因にな0まず。 

■ タッチパネルに必要む上の力をかけない 

内部 LCD をつかんでパソコンを持ち上げたり画面をねじったりしないください。また、内部 LCD に物を載せないでく 
ださい。このよラな取り扱いをすると、タッチパネルのガラス面や内部 LCD び破損することびありまず。 

■ 気温の低下に伴って操作時の応答速度び低下ずる 

パソコンを気温5で未満の環境下で使用ずると、タッチパネルの応答速度び低下ずることびありますび、これは誤動 
作ではありません。パソコンび室温まで温まると応答速度は正常な状態に戻ります。 

■ 画面で触れた位置とは異なる位置へカーソルびジャンプしたときや、内部 LCD の解 
像度び変更されたとさは 

「タッチパネルの補正（キャリブレーシヨン)」 （今8ぺージ） を実行してください。 




タツチノくネル 
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タッチパネルの補正（キヤリブレーシ E 


標準ユーザーび各自の補正を実行する前に、管理ち権限で補正を実行してお<ことび必要でず。 


■ 管理を権限での補正 


お知5せ 


• まず管理ち権限で Windows に□グオンしてか5、この補正を実行してください。 


1 補正ツールを起動ずる。 

店1( スタート）-[コント□-ルパネル]-[その他のオプション]-[タブレツトの補正]をクリツクずる。 

2 画面上の9か所に" +" マークび表示されるので、スタイラスペンで順に触れる。 


■ユーザーごとの補正 


お知5せ 


• ユーザーごとに次の補正（キヤリブレーシヨン）を実行してください。 


1 補正ツールを起動ずる。 

0(スタート）-[コント□-ルパネル]-[モバイルコンピュータ ]- [Tablet PC 設定]をクリックする。 

2 


3 


[調整]をクリックする。 

画面上の4か所に" +" マークび表示されるので、スタイラスペンで順に触れてか5、 [ OK ] を 
クリックずる。 












Panasonic 手書き 令 back 9 NEXT ず 

フラットパッドやタッチパネルに、サインなどの簡単な文字や図形を描いて、ビットマップ形式 (. bmp ) のファイルとし 
て保存することびでをまず。 


お願い 


•「 Panasonic 手書き」を起動しているときは、ユーザーの簡易切り替え機能を使わないでください。 

• 市販のポインティングデバイス（マウスなど）のドライバーをインス!ルして、フラットパッドのドライバーを 
上書きすると、 「 Panasonic 手書き」は動作しません。 


お知らせ 


• ディスプレイの色数を変更ずると、 「 Panasonic 手書き」の画面び乱れることびあります。その場合は、画面ち下の 
タスクトレイの町をもクリックして [ Panasonic 手書きの終了]をクリックした後、再度 「 Panasonic 手書き」を起動 
して < ださい。 

• 他のアプリケーシヨンソフトを同時に実行していると、 「 Panasonic 手書き」で正しく描画できないことびありまず。 
その場合は、他のアプリケーシヨンソフトを閉じてください。 


「 Panasonic 手書き」を起動する 


1 画面ち下のタスクトレイの の をダブルクリックする。 

または、 I 固 (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ Panasonic 手書さ]をクリックする。 


お知5せ 


• 画像サイズの変更は、描画する前に[オプション]-[画面サイズの設定]で行って<ださい。描画した後でサイズを変更 
すると、画質び悪<な0まず。 

• [編集]-[コピ ー] をクリックずると、ビットマップ画像をコピーして、他のビットマップ形式対応のアプリケーショ 
ンソフトに貼り付けることびできます。 

• 拡張デスクトップモードを使用していると田ま、フラットパッドモードび正しく働かないことびあります。 

• 次の場合はフラットパッドモードび終了しまず。 

-他のアプリケーションソフトに切り替えたとさ 
•スリープまたは休止状態か5リジュームしたとさ 
-み11を巧したとさ 
-タッチパネルに触れたとき 













ス IJ - プ-休止'状態機能 
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パソコンをすばやく起動するとき 


r スリープ」や r 休止状態」機能を使ラと、アプリケーションソフトやファイルを閉じることなくパソコンの操作を終わる 
ことびでをまず。操作を再開ずると、スリープまたは休止状態に入る前に実行していたアプリケーションソフトやファイル 
にすばやく戻ることびでをまず。 


機能 

状態の保存巧 

復帰ずるまでの時間 

電力供給 

スリーブ 

メモリー 

短い 

必要（スリープ中に電力の供給びなくなると、保持 
されていたデータは失われます。） 

休止状態 

八ードディスク 

やや長い 

不要（ただし、休止状態を維持ずるために若干の電 
力び消費されます。） 


使用上のお願い 


• 長時間スリープ状態にしておく場合は、 AC アダプターを接続してください。 AC アダプターを接続でさない場合は、ス 
U -プ状態ではなく休止状態にしてください。 

• スリープまたは休止状態を繰り返ずと、パソコンび正常に動作しなくなる場合びありまず。パソコンの動作を安定させ 
るため、定期的に （1 週間に1回程度）スリープまたは休止状態機能を使わずに Windows を再起動してください。 

• 大切なデータは保存して<ださい。 

• リムーバブルディスクやネットワークドライブか5開いたファイルは閉じてください。 

• 休止状態に入るまでに1〜2分かかる場合びありまず。画面び暗くなりまずび、いずれのキーにも触れないでください。 
• リジューム （今12ぺ ーン） の際は、セットアップユーティリティで設定したパスワードは要求されません。スリープま 
たは休止状態のときのセキュリティには、 Windows のパスワードをお使いください。初期設定では、リジューム時に 
Windows のパスワード入力画面び表おされまず。 

• 下記の場合は、スリープ•休止状態に入5ないでください。実行中のファイルやデータび壊れたり、スリープ•休止状 
態び働かなくなったり、パソコンおよび周辺機器び正常に動作しなくなることびありまず。 

-マルチメディアポケット状態表示ランプ晒‘ 1 、八ードディスク状態表示ランプ冒、 SD メモリーカード状態表示ラン 
プ固の点な中 

-オーディオファイルの録音•再生中や、 MPEG ファイルなどの動画の再生中 
• DVD - Video の再生中 
-ディスクへの書を込み中 

-通信ソフトやネットワーク機能を使用しているとを 
-周辺機器の使用中 

(周辺機器び正常に動かなくなったとさは、パソコンを再起動してください。） 

化張バッテ U —パックを使用している場合を除く 













スリープ-休止状態機能 
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スリープ-休止1|犬態に入る/リジュームする 


■スリープ-休止げ態に入る 


1 ディスプレイを閉じるか、ビープ音‘ 2 が鳴るまで電源スイッチ （ A ) 
をスライドずる。 

電源状態表示ランプ （B) で状態を確認してください。 

スリープ：電源状態表示ランプび緑色に点滅ずる。 

休止状態：電源状態表示ランプび消える。 

• Windows のメニューを使ってスリープ-休止状態に入ることもでをまず。 

店1(スタート） -g- [スリープ]/ [休止状態]をクリックする。 


お願い 


スリープ.休止状態処理中 
• 次の操作をしないでください。 

•キーボード、フラットパッド、タッチパネル、電源スイッチの操作 
-外部マウスや周辺機器を使ラ 
- AC アダプターの接続や取りかし 
-無線スイッチの入/切 
-ディスプレイの開閉 
- SD メモ U - 力ードの取り付け/取り出し 

電源状態表おランプび緑に点滅（スリープ）または消な（休止状態）ずるまでお待ちください。 

• スリープ-休止状態に入るまでに1〜2分かかる場合びあります。 

• ビープ音’ 2 び鳴った5、ずぐに電源スイッチを離してください。手を離してか5、電源状態表示ランプび点滅または 
消打するまで電源スイッチを操作しないでください。電源スイッチを4秒じ(上スライドすると、パソコンび強制終了 
し、[電源ボタンを巧したとさの動作]を[電源ボタンの動作の選択]のいずれかの頂目に設定していたとしてち、保巧 
されていない データは 失われまず。 

スリープ-休止状態のとき 

• マルチメディアポケット機器（拡張バッテリーパックを除く）や周辺機器の接続•取りかしを行わないでください。 
誤動作の原因になります。 

• スリープ状態では電力び消費されていまず。特に、 PC 力ード挿入時は電力消費量び増えることびあります。電力の 
供給びなくなると、保持されていたデータび失われまず。スリープ機能を使ラとをは、 AC アダプターを接続してく 
ださい。 


音声出力をオフにしていると、ビープ音は鳴りません。 











スリープ-休止状態機能 
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■ スリープまたは休止げ態か5リジュームずる 

1 ディスプレイを開けるか、または電源スイッチ （ A ) をスライドす 

る。 

• 初期設定では、リジューム時に Windows のパスワード入力画面が表示されま 
す。 



お願い 


• リジュームび完了ずるまで、下記の操作をしないでください。画面表示のリジューム後、約30秒（通常）または1分 
(ネットワーク接続しているとを）お待ちください。 

-キーボード（パスワードの入力じ1外)、フラットパッド、タッチパネル、電源スイッチの操作 
-か部マウスや周辺機器を使ラ 
- AC アダプターの接続や取り外し 
-ディスプレイの開閉 
• Windows の終了または再起動 

•スリープまたは休止状態に入る（約1分間お待ちください） 

-無線スイッチの入/切 
- SD メモリーカードの取り付け/取り出し 

• USB キーボードやマウスを接続した状態で、パソコンびスリープ状態に入ったとさ、 USB キーボードのキーまたは 
マウスに触れると、パソコンはリジュームします。 


お知5せ 


• スリープ•休止状態か5リジュームしたとき、 「 TosBtMng は動作を停止しました」のメッセージび表おされる場合 
びあります。 

[プ□グラムの終了]をクリックしてください。 

Bluetooth 接続び切れたときは、 H (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Bluetooth ] - [Bluetooth 設定]をクリックして 
か5、接続し直してください。 











スリープ*休止状態機能 令 BACK 13 NEXT 卡 


スリープ-休止状態の設定 


■ スリープ状態 

1 画面も下のタスクトレイの0または^をクリックし、[その他の電源オプション]をクリック 
ずる。 

2 変更したい電源プランの[プラン設定の変更]をクリックずる。 

3 [コンピュータをス IJ - プ状態にする]の設定内容を変更し、[変更の保を]をクリックする。 

•スリープ状態への移行時間を変更すると、休止状態に移行する時間び変更になる場合びありまず。 

休止状態に移行ずる時間を確認してください（下記)。工場出荷時の設定（1080分）よりも短く設定しないよ 
ラにして < ださい。 

■ 休止状態 

1 r スリープ状態 J の手順 2 (上記）までを実行してか5、[詳細な電源設定の変更]をクリックずる。 

2 [スリープ]-[巧の時間び経過後休止状態にする]をダブルクリックする。 

3 項目を選択して設定內容を変更する。 

4 [ OK ] をクリックする。 




消費電力を節約ずる 令 BACK 14 NEXT 卡 

じ(下の設定を行ラと省電力の効果びあり、バッテリーで使用する場合はより長時間使えるよラになります。 


無駄な電力を使わない 


電源の設定を変更したり、画面の明るさを調整したりして、消費電力を節約することびでをまず。 

• [電源オプション]を変更ずる 

g (スタート）-[コント□-ルパネル]-[システムとメンテナ 
ンス]-[電源オプション]をクリックして[省電力]を選択しまず。 

工場出荷時は[パナソニックの電源管理]に設定されています 
び、 

[省電力]に変更することでさ5に消費電力び節約でさます。 

さ5に、[ディスプレイの電源を切る]で設定されている時間を 
短くずるなど、使用状況に応じて詳細に設定してください。 

• 省電力設定ユーティリティを使ラ （今 15 ベー ン） 

上記の[電源オプション]ではでさない、いろいろな省電力機能 
を利用ずることびでさます。 

• 0! + fl で内部 LCD の明るさを暗くずる 

内部 LCD の明るさを下げることで、消費電力を抑えます。 

• 使わないとさはパソコンの電源を切る 

無線 LAN (今 53 ベー ジ)、 または Bluetooth (今 58 ぺ ージ） の 
電源を個別に切ることちでさます。 

• 使わない周辺機器 （ USB 機器、 PC 力ード、外部マウスなど）は取り外ず 
• スリープ•休止状態を活用ずる 

パソコンか5しば5くの間離れるときは、@ +互でスリープ状態、または円 i + 円面で休止状態にしてください。パソ 
コンの動作び停止し、消費電力を抑えることびでさます。 

また、有線 LAN Wake Up 機能を使わない場合は、無効に設定してください。スリープ-休止状態での消費電力を抑える 
ことびでさます。 

現在の設定は、 H (スタート）-[ずべてのプ□グラム]- [Panasonic] - [省電力設定ユーティリティ]-[詳細]をクリックし、 
[スタンバイ中の有線 LAN の省電力機能]をご覧ください。 

























消費電力を節約する 


イ r BACK 15 NEXT 卡 


省電力設定ユーティリティを使う 


次の省電力機能を一度にまとめて設定ずることびでさまず。バッテリー駆動時間を長くしたい場合は有効に設定してくださ 
し、。 

• Intel ビデオドライバ省電力機能（インテル (R) ディスプレイ省電テクノ□ジ） 

[有効]の場合、画像のコントラストや色などを調整することにより、画質をある程度保った状態で内部 LCD の消費電力 
を抑えまず。 

画像や色の微妙な表現力び必要な場合や画像編集用アプリケーションソフトで画像編集を行ラ場合は、無効に設定ずる 
ことをお勧めします。 

• スタンバイ中の有線 LAN の省電力機能 

[有効]の場合、有線 LAN Wake Up 機能を無効にして、スリープ-休止状態での消費電力を抑えまず。 

有線 LAN Wake Up 機能をお使いになる場合は、照効]に設定する必要びあります。 

• 画面の色数 

陋面の設固で[旬を[中 (16 ビットリに設定します。 

• 電源プラン 

[プ□セッサの省電力]の場合、電源プランを[パナソニックの電源管理](初期設定）に設定するととちに、じ I 下のよラに 
設定内容を変更しまず。 

[プ□セッサの電源管埋で廣大のプ□セッサの状態]を[100 %]か5[50 %]へ変更しまず。 

■ 設定方法 

省電力設定ユーティリティの有効/無効は、次の手順で切り替えてください。 

1 田(スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[省電力設定ユーティリティ]-[詳細]を 

クリックする。 


2 設定したい各機能の[有効]をクリックずる。 

確認画面び表おされた5、内容を確認して [ OK ] をク 
リックして < ださい。 

• [ Intel ビデオドライバ省電力機能]を有効にするに 
は[有効]をクリックし、スライド/ く一を[バッ 
テリー寿命最長]側に設定してください。 

3 [ OK ] をクリックする。 

[初期値に戻ず]をクリックして [ OK ] をクリックずる 
と、工場出荷時の設定に戻りまず。 


















消費電力を節約する 
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お知5せ 


• 省電力設定ユーティリティで設定でさるさ項目は、次の方法でち個別に設定することびでさます。 
- [Intel ビデオドライバ省電力機能]を有効にする 

① デスクトップをちクリックし、[グラフィックプ□パティ]をクリックする。 

• [ Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile ] 画面び表ちされます。 

② [ノートブック]-[適用]をクリックして、 [0 K ] をクリックする。 

③ [ディスプレイ設定]をクリックずる。 

④ [電源設定]をクリックする。 

⑥ [インテル ( R ) ディスプレイ省電テクノ□ジ]をクリックして、チェックマークを付ける。 

⑥ スライドパ‘一を[バッテリー寿命最昂側に設定し、 [0 K ] をクリックずる。 

⑦ [0 K ] をクリックする。（再起動の必要はありません。） 

• 有線 LAN Wake Up 機能を有効/無効にずるには （今49ぺ ーシ） 





セキ■ユリアイ機能 夺 BACK 17 NEXT 卡 

大切なデータを守るために、セキュリティ機能を使ラことをお勧めします。 

• 他のセキュリティ機能については下記をご覧ください。 

•内蔵セキュリティ （ TPM ) (今70ぺー ジ）： 詳しくは巧)『内蔵セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご覧 
<ださい。 


スーパーバイザーパスワード/ユーザーパスワードを設定する 


ユーザーパスワードを設定ずる前に、スーパーバイザーパスワードを設定してください。 

1 セットアップユーティリティを起動する （今 64 ぺーシ ）。 

2 「セキュリティ」を選ぶ。 

3 「スーパーバイザーパスワード設定」または「ユーザーパスワード設定」を選び、 百 i 面^ を押ず。 

4 r 新しいパスワードを入力してください」にパスワードを入力し、 百 を押ず。 

• パスワードびずでに設定されている場合は、「現在のパスワードを入力してください」にパスワードを入力し 
て Enter を巧してください。 

• パスワードを無効にする場合は、入力欄を空欄にしてを巧してください。 

5 r 新しいパスワードを確認してくださしりに再度パスワードを入力し、 百 を押す。 

6 「セットアップ通知」で Enter を押ず。 

7 円面を巧し、「はい」を選んで百1な^を巧す。 


お願い 


• パスワードを忘れないよラにしてください。スーパーバイザーパスワードを忘れると、パソコンの動作潰境の設定 
(パスワード設定、起動ドライブの選択など）びでをなくなりまず。その場合はご相談窓□にご相談ください。 
•セットアップユーテイリテイを起動しているとさは、他の人にパスワードを設定-変更されないよラにパソコンか 
5離れないで < ださい。 


お知らせ 


• パスワードは画面に表ちされません。 

• 入力でさる文字は、半角の英数字（スペースを含む）で最大32文字でず。 

-大文字、ル文字は区別されません。 

-数字の入力にテンキーは使用でをません。 

-パスワードの入力に Shift と Ctr ■は使用できません。 

• スーパーバイザーパスワードを無効にすると、ユーザーパスワードち無効になりまず。 































セキュリティ機能 
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パソコンを無断で使用されたくないとき 


起動時のパスワードを設定ずることにより、他の人の無断使用か5パソコンを守ることびでさまず。 

1 パスワードを設定し （今 17ぺー ジ)、 セットアップユーティリティの「セキュリティ」メ 
ニューで r 起動時のパスワード」を「有効」に設定する。 （>70 ベー ソ） 


お知5せ 


• スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードび設定されていると、 r 起動時のパスワード」び r 無効」で 
あっても、セットアップユーティリティ起動時にパスワード入力画面び表ちされまず。 


A - ドディスク内のデータを読み書きされたくないとき 


八ードディスクを別のパソコンに取り付けたとをに、八ードディスクのデータを読み書をされないよラにずることびでさ 
ます。八ードディスクを元のパソコンに戻ずと、データの読み書をびでさます。（ハードディスク保護はデータの完全な保 
護を保証するちのではありません。） 


1 セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで、 「 A — ドディスク f 呆護」を「有 
効」に設定する。 （ >70ぺ ーシ） 


お願い 


• 元のパソコンでデータの読み書さをするには、セットアップユーティリティの設定び、八ードディスクを取り外す 
前と同じでなくてはなりません。 

• スーパーバイザーパスワードを設定しないと、八ードディスク保護機能は使えません。あ5かじめスーパーバイザー 
パスワードを設定しておいてください （今17ぺー シ）。 

• 八ードディスクの修理を依頼ずる際は： 

-「八ードディスク保護」び「無効」になっていることを確認してください。 


お知らせ 


• 八ードディスク保護機能は、内蔵八ードディスクにのみ働さます。が付けの八ードディスクには働をません。 

• r 起動時のパスワード」は、八ードディスク保護機能を有効にずるためには必要ありませんび、セキュリティをより 
確実にするために「有効」にしておくことをお勧めしまず。 

















バッテリーパック 


夺 BACK 19 NEXT 卡 


バッテリー犬態表示ランプ 


バッテリー状態表示ランプ：日内蔵バッテリーパック、画拡張バッテリーパック 


バッテリー状態表示ランプ 

バッテリーの状態 

消な 

バッテリーパックび取り付け5れていません。または、充電び行われていません。 

オレンジ色点な 

バッテリーの充電中です。 

緑色点灯 

バッテリーの充電完了です。 

緑色点滅 <1 

高温モード時に、バッテリー残量び常温モード時の約80%‘ 2 になるまで放電していま 
す （今21ぺー ジ)。 この状態でバッテリーパックを取りかさないでください。 

赤色点な 

バッテリー残量び、約9%じ(下になっています。 

赤色,百、;威 

バッテリーが/ ックまたは充電回路び正南に動作していません。 

オレンジ色点滅 

L ソ下の理由で、バッテリーは一時的に充電でをない状態です。 

-内部の温度び充電可能範囲かになっている。 

-消費電力量のをいアプリケーシヨンソフトまたは周辺機器を起動しているため、 
充電するための電力が不足している。 

緑色とオレンジ色び交互に 
点滅 

低温時に八ードディスクび誤動作するのを防ぐため、八ードディスクをウォームアッ 
プしていまず。ウォームアップ後、パソコンは自動的に起動します。 


内蔵バッテ U — パックのみ 

高温モード時におけるバッテ U - 残量 100 %は、甫温モード時の 80 %と同等です。 


お知らせ 


• 過充電を防ぐため、しりたんバッテリーび満充電になると、バッテリー残量び約95%じ(下になるまで再充電されま 
せん。 

















バッテリーパック 
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バッテリー残量を確認する 


バッテリー残量を画面上で確認でをます。 

( Windows に□グオンした後） 


西+巧を巧ず。 

• バッテリーパック装着時（例） 


:常温モード時 



(今21ぺーシ） 



:高温モード時 （今 21 ページ) 


• バッテリーパック未装着時 



左：内蔵バッテリーパックの残量 
も：拡張/ (ッテリーパック（別売り）の残量 


お知らせ 


• 次のよラな場合、表ちされるバッテリー残量と実際のバッテリー残量び合わないことびありまず。正しく表示させる 
にはバッテリー残量表示補正 （今23ぺ ージ） を行ってください。 

•バッテリー状態表示ランプの赤色点打び長く続く。 

-バッテリー状態表示ランプびオレンジ色に点なし、「99%」の表示び長く続く。 

-使用時間び短いにちかかわ5ず、バッテリー状態表示ランプび赤色に点灯する。 

(AC アダプターか5電力の供給びないまま長時間スリープ状態にしていると、このような状態になる場合びあり 
ます。） 

• バッテリーの残量表ちび画面ち下のタスクトレイの表ちと異なる場合びあります。故障ではありません。 





















バッテリーパック 
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高温モード 

パソコンを高温環境下で使用したり、満充電の状態で長時間使用したりするとをは、高温モードにするとバッテリーの努 
化を防ぐことびでをまず。 

セットアップユーティリティの「メイン」メニューの「環境」を「自動」（工場出荷時の設定）または情温」にしてくだ 
さい。 （今66ぺ ージ） 


お知らせ 


• 高温モード時におけるバッテリー残量100%は、常温モード時のバッテリー残量80%と同等です。 

• 「常温」から「高温」またはその逆に切り替えると、バッテリーびいったん完全に充電または放電されるまで、バッ 
テリー残量び正し < 表ちされません。 

• 「自動」 モー ド： 

いったん苗温モードか5高温モードへ自動的に切り替わると、バッテリーの劣化を防ぐために、切り替え後の充電 
量の合計び満充電量の約5倍になるまで常温モードに切り替わりません。 






バッテリーパック 
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バッテリー残量び少なくなったときの動作 

工場出荷時の設定はじ(下のとおりです。 


バッテリー残量び10%になった6 
「バッテリー低下アラーム」 

バッテリー残量が5%に なったら 
「バッテリー切れアラーム」 

• 残量び少ないことを知5せるメッセージを表示します。 

i 

• パソコンは休止状態に入りまず。 

i 

充電び必要です。 

AC アダプターを接続するか、バッテリーパックを交換し 
て、パソコンを起動してください。 

• AC アダプターをずぐに接続してください。 AC アダプ 
夕一びない場合は、動作中のプ□グラムを終了し、 
Windows を終了してください。 

• 充電してある予備のバッテリーパックびある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れて < ださい。 

• AC アダプターを接続し、バッテリーを充電してくださ 
い。 

• 充電してある予備のバッテリーパックびある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れてください。 

バッテリー切れで休止状態になった場合、そのままリ 
ジュームすると、 Windows び正常に起動しなくなった 
り、[バッテリー低下のレベル]/レ（ッテリー切れのレべ 
ル]機能び正常に動作しなくなったりずる場合びありま 
す。 






バッテリーパック 
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バッテリー容量を正確に表示させる（バッテリー残量表示補正) 


バッテリー残量表ち補正機能を使ラと、バッテリー容量を計測し記憶させることびでをます。バッテリー残量を正確に表ち 
させるために、この機能を使っていったん満充電にしてか5完全に放電させてください。この操作は、お買い上げ後すぐ 
に、少なくとも一度は行ってください。バッテリー残量表を巧正は、通常3か月おきに実施してください。長くバッテリー 
パックをお使いの間には、バッテリーパックの劣化などにより、残量び正確に表をされなくなる場合びあります。その場合 
もこの操作を行ってください。 

1 AC アダプターを接続する。 

2 ずべてのアプリケーシヨンソフトを終了ずる。 

3 バッテリー残量表示補正を実行する。 

① ち!(スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[バッテリー]-[バッテリー残量表を巧正ユーティリ 
ティ ] をクリックする。 

② 確認メッセージび表ちされた5、[開始]をク U ックずる。 

• バッテリー残量表を補正を頻繁に行ラと、バッテリーび劣化ずる原因になります。前回ネ甫正してか5約1か 
月 LU 内に実行すると、ま意を促ずメッセージび表をされまず。その場合は、バッテリー残量表を補正を実行 
しないで < ださい。 

③ Windows を終了するメッセージび表おされた5、[はい]をクリックする。 

J くッテリー残量表ち補正び始まります。 

満充電になった後、バッテリーの放電び始まります。放電び完了すると、自動的に電源び切れます。 

バッテリー残量表ち補正び終了ずると、通常の充電び始まりまず。 


お知5せ 


• 10で〜 30 °C の温度環境で実行してください。低温で実行すると、正しく補正されない場合びありまず。 

• バッテリー容量び大をいため、バッテ U —残■表お補正に時間びかかりますび、故障ではありません。 

-満充電にかかる時間：最大約5時間 
-完全放電にかかる時間：約5時間 

• バッテリー残量表を補正実行中にパソコンの電源を切ると（停電や、誤って AC アダプターまたはバッテリーパック 
を取りかすなど)、バッテリー残量表ちは補正されません。 

• バッテリー残量表示補正は、次の手順でち実行でをまず。 

① パソコンを再起動する。 _ 

感 パソコンの起動後すぐ、 [Panason 句起動画面び表示されている間に巧を巧す。 

③ バッテリー残量び表をされたを巧す。 

④ 画面の指をに従って操作を行ラ。 
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バッテリーパックを交換する 


バッテリーパックは消耗品のため、交換び必要になりまず。バッテリーによる駆動時間び著しく短くなり、バッテリー残量 
表をネ甫正を実行した後でち性能び回復しない場合は、新しいちのと交換して<ださい。 

必要な場合は、拡張バッテリーパックをマルチメディアポケットに取り付けてください。 （今27ぺージ） 


お願い 


• バッテリーパックは、お買い上げ時には充電されていません。初めてお使いになる前にぶ、ず充電してください 。 AC 
アダプターを接続すると自動的に充電び始まります。 

• スリープ状態に入っているときは、バッテリーパックの取りがしや交換を行わないでください。データび失われた 
り、パソコンび故障したりずる可能性びあります。 


1 パソコンの電源を切る。 

• スリープ機能は使わないでください。 

2 バッテリーパックを取りがず/取り付ける。 

• 取りかすには 

① ラッチ （ A ) をち側にスライドして、カバーの□ックをかず。 

② ラッチ （ A ) を巧し下げて、カバーを開ける。 


③バッ テリーパックのタブ （ B ) を引いてス□ットか5取り出す。 
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• 取り付けるには 

① ス□ットの奥までしっかりとバッテリーパックを挿入ずる。 

② カチッと音びずるまでカバーを閉じる。 



③ ラッチ （ C ) を左側にスライドして、カバーを□ックずる。 


お願い 



• パソコンを持ち運ぶ際にバッテリーパックび落ちないよラ、ラッチび正しく□ックされていることを確認してくだ 
さい。 


鑽 

Li-ion 20 


不要になった充電式電池（バッテリーパック）は、貴重な資源を守るため 
に、廃棄しないで充電式電池リサイクル協力店にお持ちください。 

使用済み充電式電池（バッテリーパック）の届け先 
-最寄りの充電式電池リサイクル協力店へ。 

詳しくは、有限責任中間法人 JBRC のホームぺージをご参照ください。 
ホームぺージ： http :// www . jbrc . net/hp (2008 年6月現在） 
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電源プランを選定して、操作環境に最ち適した電源設定を選択でさまず。ユーザー固有の電源プランを作成することちでさ 
ます。 


電源プランの設定を変更する 


1 画面ち下のタスクトレイの0または^をクリックし、[その他の電源オプション]をクリック 
ずる。 

2 変更したい電源プランの[プラン設定の変更]をクリックする。 

3 設定を変更ずる。 

• [詳細な電源設定の変更]:より詳細な設定をずることびでさます。 

4 [変更の保を]をクリックする。 


L ー ザ ー 固有の電源プランを作成する 


1 画面ち下のタスクトレイの0または " ijjl をクリックし、[その他の電源オプション]をクリック 
ずる。 

2 [電源プランの作成]をクリックし、プラン名の入力欄をクリックして、作成する電源プランの 
名前を入力ずる。 

3 [巧へ]をクリックする。 

4 各項目を設定し、[作成]をクリックする。 

• 設定内容の変更、またはより詳細な設定をずるには（上記の「電源プランの設定を変更する」） 


電源プランを削除する 


1 画面ち下のタスクトレイの0または wj をクリックし、[その他の電源オプション]をクリック 
ずる。 

2 削除する電源プランとは異なる電源プランをクリックする。 

3 削除したい電源プランの下に表示された[プラン設定の変更]をクリックずる。 

4 [このプランを削除]をクリックし、確認画面で [0K] をクリックする。 









マルチメディアポケット t back 27 next 

次の機器のいずれかを装着することびでさます。 

• DVD-ROM & CD - R / RW ドライブパック（別売り） 

• DVD MULTI ドライブパック（別売り） 

• 拡張バッテリーパック（別売り） 


お願い 


• スリープ-休止状態中や、マルチメディアポケット状態表ちランプ函または八ードディスク状態表示ランプ昌点 
な中は、マルチメディアポケット機器の取り付け-取り外しを行わないでください。 


お知らせ 


• 最新の製品情報についてはカタ□グなどをご覧ください。 

• を機器の取扱説明書をよくお読みください。 

• 工場出荷時、マルチメディアポケットにはダミーパックび装着されています。 

• マルチメディアポケットをご使用の前に、ダミーパックを取り外してください。ダミーパックの突起部をつまんで 
引さ抜をます。 

マルチメディアポケットを使わないとさは、保護のためダミーパックを装着して 
<ださい。 

トレイの突起部を 
つまんで引さおく 



マルチメディアポケット機器の取り付け/取り外し 


■ マルチメディアポケット機器を取り付ける 


1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開ける。 


A 
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2 機器の両端を押しなびら、奥までしっかりとマルチメディアポケットに 
挿入ずる。 

• 取り出し八ンドル （ B ) を巧し込んでください。 

• ラベル面を上にして機器を挿入してください。 


3 カチッと音びずるまでカバーを閉じる。 


■ マルチメディアポケット機器を取り外ず 

1 マルチメディアポケット機器の停止処理を行う。 

① 画面ち下のタスクトレイの » をクリックする。 

感 マルチメディアポケット機器を選択し、 [0 K ] をクリックする。 

③ マルチメディアポケット状態表示ランプ画、八ードディスク状態表ちランプ旨び消打していることを確認す 
る。 

• 次の場合、この手順は必要ありません。 

-パソコンの電源を切ってか5機器を取りがずとさ 
- jb び表示されていないとを 
-手順 ② で、取りかす機器び一覧にないとを 
-拡張バッテリーパックを取りかずとき 

2 ラッチをスライドしてカバーを開ける。 

3 取り出し八ンドル （ C ) を押す。 

取り出し八ンドルび出てをます。 

4 取り出し八ンドル （ C ) を引いて機器を途中まで引を出し、機器の両側 
面を持って最後まで引き出す。 
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お願い 


• 機器は両側面を持ってください。他の部分を持つと、機器び損傷する可能性びありまず。 

• マルチメディアポケット側を持ち上げて、パソコンを傾けた状態で機器を挿入する場合は、衝撃を与えないよラま 
意して < ださい。 


お知らせ 


• 画面ち下のタスクトレイの（^をダブルクリックするか、セットアップユーティリティの「情報」メニュー (今65 
ページ） を見ると、機器（拡張バッテリーパックを除く）び認識されたかどラか確認ずることびでさます。拡張 
バッテリーパックを使用しているとをは、 @+ Ei を巧してください。機器び認識されない（またはメディアにアク 
セスでさない）場合は、パソコンの電源を切り、機器を挿入し直してください。 








PC 力ード/エクスプレスカード 令 BACK 30 NEXT 卡 

次の力ードを挿入することびできます。 

• エクスプレスカードス□ット （ A ) : ExpressCard /34 または ExpressCard /54 li nl ■! 鬥 

• PC 力ードス□ット （ B ) : PC 力ードタイプ I (3.3 mm ) またはタイプ n (5.0 mm ) I ' I ' 


お知 5 せ 


• 下記の力ードは使えません。 

PC 力ードタイプ血 （10.5 mm )、 ZV 力ード、 SRAM 力ード、 FLASH ROM 力ード （ATA インターフエースタイプを 
除く）、その他の動作電圧 12 V をぶ、要とする力ード 

• ストレージタイプの CardBus PC 力ードを取り付けた状態で Windows を起動しないでください。エラーの原因にな 
りまず。 

• 工場出荷時には、両ス□ットにダ5—力ードび取り付け5れていまず。ご使用前に、ダ5—力ードを取り出してく 
ださい。 （今31ページ 「力ードを取り出す」の手順 2) 

• ス□ットを使わないときには、ス□ットにダミーカードを取り付けてください。 

• PC 力ードのダ5—力ードは PC 力ードス□ットに、エクスプレスカードのダ5—力ードはエクスプレスカードス 
□ットに取り付けてください。ダミーカードを間違って取り付けると、故障の原因になることびあります。 


カードの取り付け/取り出し 


準備 

力ードのドライバーび入ったメディアに D-ROM など）に対応するドライブをマルチメディアポケットに取り付けて 
<ださい。 

ドライバーのインス I ル画面び表ちされた後でドライブを挿入してち、認識されません。 

■ カードを取り付ける 


1 ラッチ （ C ) をスライドしてカバーを開ける。 
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2 力ードのラベル面を上にして、エクスプレスカード（左ス□ット) 
( D ) または PC 力ード（ちス□ット ）（ E ) を、ス□ットの奥まで 
しっかりと挿入する。 

• 詳しくは力ードの取扱説明書をご覧ください。 


■ カードを取り出ず 

1 力ードの停止処理を行う。 

① 画面ち下のタスクトレイの のを クリックし、力ードを選択して [0K] をクリックする。 
• パソコンの電源を切ってか5カードを取り出す場合、この手順は必要ありません。 

2 カバーを開けて （今30ぺーシ 手順の、力ードを取り出す。 

• エクスプレスカード （F) 

① カードを巧ず。 

ス□ットか5力ードび少し出てきます。 

② 力ードをまっすぐ引き抜く。 


• PC 力ード （G) 

① 取0出しボタンを巧す。 

ス□ットか5力ードび少し出てをます。 

② 力ードをまっすぐ引を抜く。 






お知5せ 


• カードの定格を確認して、動作電流びカードス□ットの許容電流を超えないよラにして<ださい。許容電流を超える 
と、故障の原因になります。 

許容電流： 3.3 V : 400 mA 、 5 V : 400 mA 
• 力ードによっては同時に使用でをない場合びあります。 

• 力ードの取り付け/取り出しを繰り返していると、認識されなくなることびありまず。その場合は、パソコンを再起 
動して < ださい。 
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• スリープ•休止状態か 5リジュームした後で、パソコンび動作しなくなったとさは、力ードの出し入れを行ってく 
ださい。それでら正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

• 力ード挿入時は、消費電力び増加します。力ードを使用していないとを、特にバッテリー電力で操作しているとさ 
は、力ードを取りかしておいてください。 

• PC 力ードやエクスプレスカードを使って周辺機器 （ SCSI 、 IEEE 1394 など）を接続ずる場合は、下記の手順に従っ 
てください。（手順は一例です。） 

① 周辺機器をカードに接続ずる。 

⑤ 周辺機器の電源を入れる。 

③ ス□ットの奥までしっかりとカードを挿入する。 


SD メモリーカード 
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SD メモリーカードについて 


• 本機のメモリーカードス□ットは 、 SD メモリーカードと SDHC メモリーカード （2 GB を超える容量を持つ SD メモ 
リーカード）に対応しています（セキュア対応（著作権保護機能付を)）。 

• min 旧 D メモリーカードおよび microSD メモリーカードを使う場 S ま、必ず専用のアダプターに装着し、アダプターごと 
おさ挿ししてください。ス□ット内にアダプターを残さないでください。 

• SD メモリーカードは、インターネットなどのコンテンツ配信ヴービスに対応しています（セキュア対応（著作権保護機 
能付さ)）。 

• 本機で SD メモリーカードをフォーマットずる場合は、 Windows の「フォーマット」ではなく 、 SD メモリーカード 
フォーマットソフトウエアをお使いください。 

このソフトウエアは下記のホームぺージか5ダウン□-ドでさます。 
http :// panasonic . ip / support / alobal / cs / sd / download / sd _ formatter.html 

• 他の機器で SD メモリーカードを使ラ場合は、その疫器で力ードをフオーマツトしてください。詳しくは各機器の取扱説 
明書をご覧 < ださい。 


取り扱いおよび保管上のお願い 

• パソコンか 5 SD メモリーカードを取り出した後は、ケースに入れて保管してください。 
• 次のことを行わないでください。 

-分解や改造 

-強い衝撃を与える、曲げる、落とす 
-端子部に指や金属で触れる 

-貼5れているラベルをはびしたり、新たにラベルやシールを貼る 
• 次のよラな場所には置かないでください。 

-直射日光のあたるところや車内など、温度び高くなるところ 
-ほこりのをいところや湿度の高いところ 
-腐食性のガスなどび発生するところ 


データの取り扱い上のごを意 

• 力ードの書き込み禁止スイッチ （ A ) を 「 LOCK 」 側にしてください。データの録音 
(チェックアウト)、保存、編集などをするとさには解除してください。 

• 大切なデータは他のメディアにちバックアップしておくことをお勧めしまず。 

• 廃棄するときは、個人データなどの流出を防ぐために、金植などで物理的に破壊すること 
をお勧めします。 
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SD メモリーカードの取り付け/取り出し 


お願い 


• Windows の□グオン画面またはデスクトップ画面び表ちされるまで、 SD メモリーカードの取り付け/取り出しは行 
ねないで < ださい。 

• 次の場合は、力ードを取り出したりパソコンの電源を切ったりしないでください。データび壊れることびあります。 
-スリープまたは休止状態のとさ 

• SD メモリーカード状態表示ランプ画び点なまたは点滅しているとき 
-データの読み出し中または書を込み中 
-書を込み操作の直後 

書さ込み操作の直後は、パソコンび力ードにアクセスを続けていることびありまず。操作び完了ずる前に力ードを 
取り出すと、データび壊れた0、カードに正常にアクセスでさな<なった0するおそれびあ0ます。 

• お客さまび記録したデータの損失な5びにその他の直接、間接の障害につさましては、当社は一切の責任を負いか 
ねますので、あ5かじめご了承ください。 

• 無理に力ードを引さ抜かないでください。ス□ットび傷つく場合びあります。 

• 力ードは正しい向きに挿入してください。誤って挿入ずると、力ードとス□ットび損傷する場合びあります。 

• スリープ-休止状態か5リジュームした後、約30秒間は SD メモリーカードにアクセスしないでください。 


■ カードを取り付ける 


ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、 力ードのラベル面を上に 
して、角が欠けた方から挿入する。 












SD メモリーカード 


か BACK 35 NEXT 


■ カードを取り出ず 


準備 

• データを保巧し、ずべてのアプリケーシヨンソフトを終了してください。 

• カバーを開けて 、 SD メモリーカード状態表示ランプ （ B ) び消えていることを確認して 
<ださい。 

1 力ードの停止処理を巧う。 

① 画面ち下のタスクトレイの のを クリックし、力ードを選択して [0 K ] をクリック 
する。 

• パソコンの電源を切ってからカードを取り出す場合、この手順は必要ありませ 

2 力ードを取り出す。 

① カードを巧ず。 

ス□ットか5カードび出てさます。 

② 力ードをまっすぐ引き抜く。 
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下記の仕様に適合する RAM モジュールを使用してください。他のモジュールを使ラと、正常に動作しないだけでなく、故 
障の原因になることびあります。 

RAM モジュール仕様： 

200ピン、 SO - DIMM 、1.8 V . DDR 2 SDRAM 、 PC 2-4200 

(推奨品については、当社の最新カタ□グゃホームぺージでご確認ください。） 


お願い 


• RAM モジュールは、静電気の影響を非常に受けやすいため、人間の体内に蓄積された静電気により損傷する場合び 
あります。 RAM モジュールの取り付け/取りかしの際には、パソコン内部の部品や端子に触れないようにし、異物 
びス□ットに入5ないよラにしてください。 


RAM モジユー J レの取り付け/取り外し 


1 パソコンの電源を切る。 

• スリープ機能や休止状態機能は使わないでください。 


2 

3 


AC アダプターを取りがし、バッテリーパックを取り出す。 （今24ぺーシ) 


• マルチメディアポケットに拡張バッテリーパックび取り付け5れている場合 
は、拡張バッテリーパックも取りがしてください。 

パソコン底面のネジ （ A ) とカバー ( B ) を取りがず。 



巨 
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4 RAM モジュールを取り付ける/取りがす。 

• 取り付けるには 

① モジュールを少し傾け、ス□ットに挿入ずる。 

② 左 ちのフック （ C ) で□ックされるまでモジュールを倒ず。 



• 取りかすには 

①左 ちのフック （ C ) をゆっくり開く。 

モジュールび持ち上がりまず。 

感 モジュールをゆっくりとス□ットか5取りがす。 

5 カバーとバッテリーパックを取り付ける。 



お願い 


• ネジをしっかり締めて、カバーをさちんと固定してください。 


お知らせ 


• 挿入しにくい、または倒しにくい場合は、無理に力を加えず、モジュールの方向を再度確認してください。 

• ネジ山をつぶさないよラ、適切なドライバーを使用してください。 

• RAM モジュールび正しく認識されている場合は、セットアップユーティリティの「情報」メニューに合計メモリー 
サイズび表ちされます。 (今65ページ） 

RAM モジュールび認識されていない場合は、パソコンの電源を切り、 RAM モジュールを取り付け直してください。 
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画面の表を先をか部ディスプレイに切り替えることびでさます。 

外部ディスプレイをが部ディスプレイコネクター ( A ) に接続してください。 



お知5せ 


• スリープ-休止状態か5のリジューム後または再起動後の表を先は、スリープ-休止状態に入る前または再起動前 
と異なる場合びあります。 

• Windows の起動後に表を先を切り替える場合、切り替えび完了ずるまでキーに触れないでください。_ 

• Windows び起動ずるまで（セットアップユーティリティなど）は、同時表巧にすることびできません。 Fn + F 3^ 

押すと、外部ディスプレイまたは内部 LCD に切り替わります。 _ 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使用してユーザーを切り替えると、表を先をで切り替えられなくなることび 
あります。その場合はすべてのユーザーを□グオフし、パソコンを再起動してください。 

• スリープ•休止状態のとさに、か部ディスプレイを接続したり取りかしたりしないでください。 

• 接続ずるディスプレイによっては、表おの切り替えに時間びかかることびありまず。 

• 高解像度の夕1■直 B ディスプレイを使用する場合、 [ Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile ] 画面の [ディ スプ 
レイデバイス]で[ノート ブック] (内部 LCD ) に切り替えると、画面の色や解像度、リフレッシュレートび変更され 
ることびありまず。 _ 

画面の表示先の切り替えは、を使ラことをお勧めします。 

• か部ディスプレイのみを使用ずる場合は、内部 LCD のみ、または同時表ををする場合とは別に、外部ディスプレイ 
に適した色数、解像度、リフレッシュレートを設定してください。 

設定によっては、か部ディスプレイ画面び乱れたり、マウスカーソルび正しく表をされなかったりずる場合びあり 
ます。その場合は設定値を下げてください。 

• 同時表ちしているときは、 DVD - Video 、 MPEG ファイルなどの動画びスムーズに再生されない場合びありまず。 

• か部ディスプレイの取扱説明書をよ<お読み<ださい。 

• プラグアンドプレイに対応していないか部ディスプレイを接続する場合は、下記メニューで適切なドライバーを選 
択するか、か部ディスプレイに付属のドライバーディスクを使用してください。 

间(スタート）-[コント□-ルパネル]-[画面の解像度の調整]-[詳細設定]-[モニタ]-[プ□パティ ] をクリックする。 
-標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

[ ドライバ]- [ ドライバの更新]をクリックずる。 










外部ディスプレイ 
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お願い 


• か部ディスプレイを取り外ず前に、を巧して内部 LCD に切り替えてください。切り替えをしないと、取りか 
す前と後で画質び異なる場合びあります（解像度び正しくないなど)。その場合は、を巧して画質をリセッ 
卜して < ださい。 

• 次の操作を行ラと、画面び乱れる場合びあります。その場合は、パソコンを再起動してください。 

-高解像度または高リフレッシュレートに設定した外部ディスプレイを取りがず 
-パソコン操作中に外部ディスプレイの接続や取りかしを行ラ 


表示巧を切り替える 


1 西+巧を巧す。 

巧ずたびに、じ(下のよラに切り替わります。 
内部 LCD 今同時表を今外部ディスプレイ 
^ _I 


掘;張デスクトップモードを使う 


拡張デスクトップモードでは、内部 LCD と外部ディスプレイをひと続きの作業領域として使うことびできます。内部 LCD 
とが部ディスプレイとの間で、ウィンドウのドラッグ移動などびでをます。 

■ 拡張デスクトップモードへ切り替える 

1 か部ディスプレイを接続する。 

• [検出された新しいディスプレイ]画面び表をされまず。この画面び表をされないとさは、 r 拡張デスクトップ 
モードの設定を変更する」 （今40ぺーシ） の手順を実行してください。 

2 [各ディスプレイにデスクトップの異なる部分を表示ずるけ広張)]をクリックずる。 

3 [ち]または[左]をクリックし、 [ OK ] をクリックする。 










外部ディスプレイ 

■ 拡張デスクトップモードの設定を変更ずる 
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ブ デスクトップをちクリックし、[グラフィックプ□パティ]をクリックする。 

2 け広張デスクトップ]をクリックし、[プライマリデバイス]と[セカンダリデバイス]を設定ずる。 

3 [ディスプレイ設定]をクリックして画面の色や解像度などを設定する。 

4 [ OK ] をクリックする。 


お知5せ 


• アプリケーションソフトによっては、拡張デスクトップモードを使用でをない場合びあります。 

• 最大化ボタンをクリックすると、どち5か一方のディスプレイに最大表ちされます。最大化したウィンドウをもラー 
方のディスプレイに移動することはでさません。 

• を巧してディスプレイを切り替えることはでさません。 

•左（プライマリデバイス）とち（セカンダリデバイス）を入れ換えるときは、ディスプレイの設定をいったんノー 
トブックのみに戻してか 5、 次の手順を行ってください。 

① デスクトップをちクリックし、[グラフィックオプション]をクリックずる。 

感 [出力先]-[ノートブック]をクリックする。 

③ デスクトップをちクリックし、[グラフィックオプション]をクリックずる。 

④ [出力先]-[拡張デスクトップ]をクリックし、 [ PC モニタ+ ノートブック](外部ディスプレイびプライマリーデ 
バイスに設定される）か、または[ノートブック+ PC モニタ](内部 LCD びプライマ U - デバイスに設定され 
る）をクリックずる。 

• 拡張デスクトップモードへ切り替えるときは、必ず [ Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile ] 画面か、[検 
出された新しいディスプレイ]画面を使用して < ださい。これじ I かのち法（画面の設定など）を使用ずると、画面び 
正常に表ちされないことびありまず。 

• FS キーの組み合わせを巧したとをに表ちされるポップアップアイコンは、プライマリ -デ !くイス側に表ちされま 
す。 

• タッチパネルを使用しているとさは、内部 LCD をプライマリーデバイスとして設定してください。内部 LCD に触れ 
ると、プライマリーデバイス上で力ーソルび動さます。 





USB 機器 
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USB 機器の取り付け/取り外し 


準備 

力ードのドライバーび入ったメディアに D - ROM など）に対応するドライブをマルチメディアポケットに取り付けて 
<ださい。 

ドライバーのインス I ル画面び表示された後でドライブを挿入してち、認識されません。 

■ USB 機器を取り付ける 

1 カバーを開け、 USB 機器を USB ポート （ A 、 B 、 C のいずれか）に 
接続ずる。 

詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧ください。 




B C 
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■ USB 機器を取り外ず 

1 USB 機器の停止処理を巧う。 

① 画面ち下のタスクトレイの BO をクリックし、 USB 機器を選択して [0 K ] をクリックする。 

• 次の場合は、この手順は必要ありません。 

-パソコンの電源を切ってか5機器を取りがずとさ 
-§»^び表おされていないとさ 
-手順 ① で、取りかす機器び一覧にないとさ 

2 USB 機器を取りがす。 


お知らせ 


• USB 機器を使ラには、ドライバーのインストールび必要な場合びあります。詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

• USB 機器を別の USB ポートに接続し直ずとさは、ドライバーのインス I ルび再度必要になる場合びあります。 

• USB キーボードやマウスを接続した状態でパソコンびスリープまたは休止状態に入ったとき、 USB キーボードの 
キーか、またはマウスに触れると、パソコンはリジュームを実行します。 

• USB 機器び接続されていると、スリープ機能や休止状態機能び正常に働かない場合びあります。パソコンび正常に 
起動しない場合は、 USB 機器を取りかし、パソコンを再起動してください。 

• パソコンのスイッチを入れたまま USB 機器を抜き挿しずると、 化び デバイスマネージャに表ちされ、機器び正しく 
認識されないことびありまず。その場合は、機器を再度なさ挿しするか、パソコンを再起動してください。 

• USB 機器び接続されていると、電力消費量び増加します。特にバッテリー電力で操作しているとさは、使用していな 
し) USB 機器を取りかしておいてください。 





忙圧 1394 機器 t BACK 43 NEXT 卡 

デジタルビデオカメラなどの IEEE 1394 対応機器を接続ずることびできます。 


お知5せ 


• IEEE 1394 機器を使うには、ドライバーのインス!ルび必要な場合びあります。詳しくは IEEE 1394 機器の取扱説 
明書をご覧 < ださい。 


■ IEEE 1394 機器を接続ずる 

準備 

力ードのドライバーび入ったメディアに D - ROM など）に対応するドライブをマルチメディアポケットに取り付けて 
<ださい。 

ドライバーのインス I -ール画面び表ちされた後でドライブを挿入してち、認識されません。 


1 パソコンと IEEE 1 394機器の電源を入れる。 

2 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、 IEEE 1394 機器を 
IEEE 1394 コネクター ( B ) に接続する。 

詳しくは IEEE 1394 機器の取扱説明書をご覧ください。 



B 

1394 


■ IEEE 1394 機器を取りがず 


お願い 


• 必ずパソコンの電源を切つてか！5 IEEE 1 394機器の電源を切つてください。 


1 パソコンの電源を切り、 IEEE 1394 コネクターか5ケーブルを取りがす。 

2 IEEE 1 394機器の電源を切り、ケーブルを取りがず。 










モデム 
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内蔵モデムと電話コンセントを接続する 


1 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、モジュラーケーブル 
(付属） （ C ) を使って、電話コンセント （ B ) に接続する。 

• 突起部 （ D ) の形びコネクターに合ラよラにし、カチッと音びするまで挿入し 
て < ださい。 

2 间(スタート）■■[コント□—ルパネル]-[インターネットへの接続]- 
[ダイヤルアップ]をクリックし、必要に応じて設定を変える。 


お知5せ 



• 通信中は、スリープ機能や休止状態機能を使わないで<ださい。 

• ケーブルを取りかずときは、突起部 （ D ) を巧さえたまま引き抜いてください。 

• モデムは一般電話回線で使用してください。 

• 本機のご使用にあたって、 NTT のレンタル電話機び不要となる場合は、 NTT へご連絡ください。ご連絡いただいた 
曰をもって、 r 機器使用料」は不要となります。詳しくは、局番なしの116番撫料）へお問い合わせください。 













モデム 
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モデムリングリジューム機能 


モデムに接続した回線に電話びかかると、パソコンびスリープ状態か5リジュームします。 

1 田(スタート）■[すべてのプ□グラム]- [Windows FAX とスキャン]をクリックする。 

2 [ツール]- [FAX の設定]をクリックずる。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

• ご使用のモデムびデバイス名に表をされているか確認してください。表示されていなければ、 [FAX デバイスの 
選択]をクリックして正しいモデムを選択してください。 

3 [デバイスで FAX 呼び出しを受信できるようにする]にチェックマークを付け、 [ OK ] をクリッ 
クずる。 

4 田(スタート）-[コンピュータ]-[システムのプ□パティ]-[デバイスマネージャ ] をクリック 
ずる。 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

5 [モデム]をダブルクリックし、内蔵モデムをダブルクリックする。 

6 [電源の管理]をクリックし、[このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるよ 
うにする]にチェックマークを付け、 [ OK ] をクリックする。 

■ パソコンびスリープげ態に戻る時間を設定ずる 

通信び完了していなくてち、設定時間び経過するとパソコンはスリープ状態に入ります。[なし]に設定しておくと、通信の 
途中でスリープ状態に入ることはありませんび、リジュームした後スリープ状態に入りません。 

① 画面ち下のタスクトレイの0または' wii をクリックし、[その他の電源オプシヨン]-[コンピュータびスリー 
プ状態になる時間を変更]をクリックずる。 

② 通信時間を予測して、スリープ状態に戻る時間を設定ずる。 





モデム 
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お知らせ 


• パソコンの電源びオフのとさ、または休止状態のとをは、この機能は使えません。 

• AC アダプターを接続して<ださい。 

• スリープ状態か5リジュームした後も、画面は暗いままでず。キーボードやフラットパッド、タッチパネルに触れる 
と、元の画面び表示されまず。 

• 内蔵モデムに接続されている電話じ I がではリジュームでさません。 （ PC 力ードモデムなどは使えません。） 





LAN 機能 
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LAN を接続する 


1 パソコンの電源を切る。 

•スリープ機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 ラッチ （ A ) をスライドしてカバーを開け、 LAN ケーブルを接続す 
る。 

LAN ケーブルを使って、 LAN コネクター ( B ) とネットワークシステム（サー 
バーや八ブなど） を接続します。 

3 パソコンの電源を入れる。 




• ち線 LAN Wake Up 機能をちな)にしていると、パソコンがスリープ-化止げ熊のときやパソコンの雷源が切れている 

が態でち雷力を消費しまず。化ず AC アダプターを接続して<ださい。 

• セットアップユーティリティでパスワードを設定し、 r 起動時のパスワード」を「有効」に設定している場合でも、 
本機能による起動やリジュームの際にパスワードの入力は必要ありません。 

• AC アダプターを接続して<ださい。 

• 次の場合は Power On by LAN 機能は働きません。 

-電源スイッチを4秒じ Lb スライドさせてパソコンの電源を切ったとを（フリーズした後など） 

- AC アダプターとバッテリーパックをいったん取りかし、再度パソコンに取り付けたとき 
• リジュームしても画面は暗いままです。キーボードやフラットパッド、タッチパネルに触れると、元の画面び表をさ 
れます。 
















LAN 機能 

Power On bv LAN 機能を有効にずる 
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内蔵 LAN にネットワークサーパ'-か 5 アクセスすると、自動的にパソコンの電源び入ります。 

1 セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「Power On by LAN 機能」を「許可」に 
設定ずる。 （今69ベー ソ） 

2 r [重要]お知らせ」画面で、 Enter を押す〇 

3 Eig を巧し、「はい」を選んで 百 を押す。 

4 管理者のユーザーアカウントで□グオンする。 

5 g (スタート）•[コンピュータ]- [システムの プ □パティ]-[デバイス マネー ジャ] をクリック 
し、[ネットワークアダプタ ]- [Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller ] 
をダブルクリックし、[詳細設定]をクリックする。 

6 [プ □パティ] で [シャットダウン か 5 の起動]をクリックし、[値]で [オン] を選んで [ OK ] をク 
リックずる。 


お知らせ 


• ネットワーク上の意図しないパソコンか5アクセスびあると、パソコンび起動する場合びありまず。意図しないパソ 
コンか5のアクセスによる起動を防ぐには、次の設定を行ってください。 

① M (スタ-卜）-[コンピュ-夕]-[システムのプ□パティい[デバイスマネージャ]をクリックし、[ネットワーク 
アダプタ ]- [Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller ] をダブルクリックし、[詳細設定]をクリッ 
クする。 

② [プ□パティ ] で [ウェイク アップ機能]をクリックし、[値]で [マジック パケット]を選んで [0 K ] をクリックずる。 
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有線 LAN Wake Up 機能を有効/無効にする 


有線 LAN Wake Up 機能び有効なときに、内蔵 LAN にネットワークサーバーか5アクセスすると、ス U — プ状態や休止状 
態か5自動的にリジュームします。（工場出荷時には無効に設定されています。） 

有線 LAN Wake Up 機能は、次の手順で有効/無効の切り替えびできます。 


1 因(スタート）-[コンピュータ]- [システムの プ □パティ]- [デバイスマネー ジャ] をクリック 
ずる。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

2 [ネッ トワークアダプタ ]- [Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller ] をダ 
ブルクリックずる。 

3 [電源の管理]をクリックし、[電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフ 
にできるようにする]と[このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるように 
ずる]にチェックマークを付け（機能を有効にする場合）/がし（機能を無効にする場合)、 
[0 K ] をクリックする。 


お知5せ 


• ネットワーク上の意図しないパソコンか5アクセスびあると、パソコンびリジュームずる場合びあります。 

意図しないパソコンか5のアクセスによるリジュームを防ぐには、次の設定を行ってください。 

① 店 1( スタート）-[コンピュータ]-[システムのプ□パティい[デ八'イスマネージャ]をクリックする。 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

② [ネットワークアダプタ]- [Marvell Yukon 88E8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller] をダブルクリックする。 

③ [電源の管理]をクリックし、[管理ステーシヨンでのみ、コンピュータのスタンバイ状態を解除でさるよラにす 
る]にチ エッ クマークを付けて [0K] をクリックする。 
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無線通信のオン/オフを切り替えるには、次の方法びあります。 

• 無線スイッチで切り曾える（下記） 

• 無線切り曾えユーティリティを使ラ （ A 51 ぺージ） 

• [ネットワークと共有センター]の設定を変更する （ A 53 ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューの設定を変更ずる （今69ぺージ） 


お知5せ 


• 無線 LAN について詳しくは： 今53ぺージ 
• Bluetooth について詳しくは： 今58ぺージ 

• 無線 LAN のオン/オフは、 LAN ケーブルの接続状態によって、自動的に切り替えることちでをまず。 （今60ぺージ) 


無線スイッチで切り替える 


■ ずべての無線通信を無効にずるには 

1 無線スイッチ （ A ) を OFF 側にスライドする。 

■ 無線通信を有効にずるには 

1 無線スイッチ （ A ) を ON 側にスライドする。 

• 工場出荷時は、無線スイッチを ON にすると、すべての無線機器び有効になる 
よラに設定されています。 







無線通信をオン/オフする 

■ 無線通信の状態を確認ずるには 
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1 画面ち下のタスクトレイの r 無線切り替えユーティリティアイコン」 （ B または巧）に力一 

ソルを合わせる。 

ツールの ヒントび表ちされます。 


お知 5 せ 


• 無線切り替えユーティリティをアンインス!ルするときは、あ 5 かじめ無線スイッチを ON 側にスライドさせてお 
いて < ださい。 

• 無線スイッチの入/切を連続して繰り返し行わないでください。 

• 無線スイッチの入/切の直後には、再起動や□グオフをしたり、スリープ•休止状態に入ったりしないでください。 

• Windows の起動処理中/シャットダウン中は、無線スイッチの入/切をしないでください。 

• 無線通信を使うには 

. セットアップユーティリティの「詳細」メニューで撇泉機器（「織ま LAN」 / 「Bluetooth」） を「有測（工場出荷 
時の設定）に設定してください。 （A69 ぺーシ） 

• 「ネットセレクター2」で無線 LAN を選択してください。 （今60ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで r 無線スイッチ」を「無効」に設定する （今69ぺージ） と、画 
面ち下のタスクトレイに無線切り替えユーティリティアイコンび表をされなくなります。ずべての無線機器（無線 
LAN/Bluetooth) は、無線スイッチの状態とは関係なく、使用できる状態になります。 

• 無線スイッチを切にしてか 5 無線 LAN 通信びオフになるまで、時間びかかることびありまず。 

• [デバイスマネージャ]で IEEE 802.1 1a 設定を変更ずると （今56ベー ン)、 それにともない状態表示も変わります。 


無線切り替えユーテイリテイを使う 


無線切り替えユーティリティを使って、無線スイッチの設定を変更ずることびでさます。 また' 画面ち下のタスクトレイの 
アイコンを使って無線機器を有効/無効にずることちでさます。工場出荷時には、ずべての無線機器びオンに設定されてい 
ます。 


■ 無線切り替えユーティリティアイコン 

画面ち下のタスクトレイの無線切り替えユーティリティアイコンは、無線機器の状態を表しまず。 
• Q: 無線機器びオンのとき 
’ ^無線機器びォフのとき 

-無線機器びセットアップユーティリティで無効になっているとさ 






無線通信をオン/オフする ^ BACK 52 NEXT 

■ 無線機器を個別にオン/オフずる 

1 画面ち下のタスクトレイの r 無線切り替えユーティリティアイコン」 （ H または E ) をク 
IJ ックし、ポップアップメニューを表示する。 

2 メニューを使って、無線機器のオン/オフを切り替える。 

■ 無線スイッチの設定を変更ずる 

工場出荷時の設定では、無線スイッチを切にすると、切にする直前のさ無線機器のオン/オフの状態び保存されます。再 
び無線スイッチを入にずると、各無線機器は切にする直前のオン/オフの状態に戻ります。この設定は変更ずることびで 
さます。 

[毎回ダイア□グを表示してオンずるデバイスを選択ずる] 

無線スイッチを ON にしたとさ r 無線切り替えユーティリティ」画面び表をされます。その画面で無線機器ご 
とにオン/オフを設定し、 [0 K ] をクリックしてください。（オン/オフの設定は、 [0 K ] をクリックするまで有 
効にはなりません。） 

[じ TF のデバイスをオンずる] 

無線スイッチを ON にしたとさにオンにしたい無線機器を選択してください。 

[無線スイッチをオフした時のデバイスの状態に戻ず](工場出荷時の設定） 

無線スイッチを ON にずると、最後に無線スイッチを OFF にしたときのオン/オフ設定び選択されまず。 

1 画面ち下のタスクトレイの r 無線切り替えユーティリティアイコン」 （ H または E ) をク 
リックし、[設定]をクリックする。 

2 無線スイッチに割り当てたい設定を選択する。 

3 [0K] をクリックする。 


無線 LAN 機能 
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お願い 


• 無線 LAN を通じてパソコンに無断アクセスされないようにずるには 

無線 LAN をご使用になる前に、暗号化などのセキュリティ設定を行ラことをお勧めします。設定をしないと、共有 
ファイルなど八ードディスク上のデータに無断でアクセスされる危険性びありまず。 


お知 5 せ 


• 通信は無線 LAN アンテナ （ A ) を通じて行われまず。手や体などでアンテナ部をふさびない 
で < ださい。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使ってユーザーを切り替えた後、無線 LAN び使えなくなる 
場合びあります。 

• 電子レンジの近<では通信速度び遅<なりまず。 

• 無線 LAN を使うには、セットアップユーテイ U テイの「詳細」メニューで r 無線 LAN 」 を 
「有効」（工場出荷時の設定）に設定してください。 （今69ぺージ） 



無線 LAN 機能を使う 


無線 LAN をお使いになる前に、無線 LAN 通信をオンにしてください。 

無線 LAN 通信をオン/オフずる 


1 無線スイッチをスライドし、無線 LAN をオン/オフする。 （今50ぺージ） 

• 無線 LAN をオンにずるとを 

無線スイッチで無線 LAN をオンにでさなければ、無線切り替えユーティリティの設定 （今51ぺージ） を確認 
してください。無線切り替えユーティリティで無線 LAN をオンにでさなければ、次の手順を実行してくださ 
い。 

① 画面ち下のタスクトレイの@またはをクリックし、[ネットワークと共有センター]をクリックずる。 

② [ネットワーク接続の管理]をク U ックずる。 
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③ [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックし、[有効にする]をクリックする。 

-標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

-[ワイヤレスネットワーク接続]びずでに有効に設定されているときは、撫効にずる]び表ちされます。 

④ 無線切り曾えユーテイ U テイで無線 LAN をオンにずる。 （今 51ぺージ） 


お知5せ 


• 無線切り替えユーテイリテイを使わずに、次の手順を実行して無線 LAN をオンにすることちでをまず。 

① H (スタ-卜）-[コント□-ルパネル]-[共通で使ラモビリテイ設定の調整]をクリックする。 

② [ワイヤレスネットワーク]で[ワイヤレスをオンにする]をクリックずる。 

-ワイヤレスネットワークびずでに有効に設定されているときは、[ワイヤレスをオフにする]び表ちされます。 
• 無線スイッチびオフになっているときは、[ワイヤレスをオンにする]は選択できません。 


無線 LAN のアクセスポイントを設定ずる 


準備 

無線 LAN アクセスポイントの取扱説明書に従って、アクセスポイントびパソコンを認識でさるよラに設定してくださ 
し、。 


1 無線 LAN をオンにする。 

2 画面ち下のタスクトレイの疆またはをクリックし、[ネットワークに接続]をクリックする。 

ご使用のパソコンび別のネットワークに接続されているときは、[接続または切断]をクリックしてください。 
[ネットワークに接続]画面び表をされます。 

3 W をクリックしてアクセスポイントを選択し、[接続]をクリックずる。 

4 設定したアクセスポイントに巧応するキーを入力し、パソコンを認識させて[接続]をクリック 
ずる。 

パソコンび無線 LAN のアクセスポイントへ接続するまでお待ちください。 

[正しく接続しました]び表示された！5、無線 LAN の設定は完了でず。 

• [このネットワークを保をしまず]にチェックマークを付けると、パスワード、設定などを保存でさます。 

• [この接続を自動的に開始しまず]にチェックマークを付けると、パソコンび自動的にアクセスポイントを検出 
してインターネットへ接続します。 

5 [閉じる]をクリックする。 
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お知らせ 


• 設定内容はネットワーク環境によって異なります。詳しくはシステム管理ちまたはネットワーク担当者にお問い合わ 
せ < ださい。 

• ステルスモードでアクセスポイントへ接続するとさは、次の手順を実行してください。 

① 画面ち下のタスクトレイの@またはをクリックし、[ネットワークと共有センタート[ワイヤレスネット 
ワークの管理]をクリックずる。 

② [追加]をクリックし、[ネットワークプ□ファイルを手動で作成しまず]を選択ずる。 

③ [この接続を自動的に開始しまず]と[ネットワークびブ□-ドキャストを行っていない場合でら接続する]に 
チェックマークを付け、アクセスポイントを設定する。 

詳しくはシステム管理ちまたはネットワーク担当ちにお問い合わせください。 


無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (802.11 a ) の設定 


無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (5.2 GHz /5.3 GHz 帯無線 LAN / J 52、 W 52、 W 53) を使って屋かで通信を行うことは、電波 
法で禁止されています。無線 LAN の電源びオンの状態で本機を屋外で使用する場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に 
設定しておいてください。 

5.47 GHz 〜5.725 GHz の周波数帯域 （ W 56) の匡かでの使用については電波法で禁止されていませんび （2007 年1月 LU 
降)、本機に搭載されている無線 LAN は W 52/ W 53 でち送信を行ラため、 W 56 ち屋外では使用でさません。 

1 画面ち下のタスクトレイの H または g をクリックする。 

2 [802.11 a 有効]または [802.11 a 無効]をクリックする。 

• 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 


お知5せ 


• 無線切り替えユーテイ U テイアイコン （ d または E ) は、 IEEE 802.1 1 a の設定ではなく、織泉 LAN、Bluetooth 
のオン/オフ状態をおしていまず。 

• パソコンび IEEE 802.11 b / g アクセスポイントに接続されているときに、 IEEE 802.1 1 a を有効または無効にすると、 
一時的に通信び途切れることびあります。 
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• [デバイスマネージャ ] でも IEEE 802.1 1 a の設定を変更することびできまず。 

① 0(スタート）-[コンピュータ]-[システムのプ□パティ]-[デ八‘イスマネージャ]をクリックする。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワードを入力します。 

② [ネットワークアダプタ]をダブルクリックし、 [ Intel ( R ) Wireless WiFi Link 4965 A 勾をダブルクリックする。 

③ [詳細設定]をクリックし、[プ□パティ ] の[ワイヤレスモード]を選択ずる。 

④ [値]で設定値り 5 . 80 2 . 11 a / g ] など）を選択ずる。 

⑥ [ OK ] をクリックする。 

無線切り曾えユーティリティのポップアップメニューで IEEE 802.1 1 a を有効または無効にずると、[デバイスマ 
ネージャ]の設定により下記のよラに切り替わります。 


デバイスマネージャの設定 

無線切り曾えユーティリティの設定 

IEEE 802.11 a び有効のとき 

IEEE 802.1 1 a び無効のとき 

[6. 802.11 a / b / g ] 

[4. 802.11 b / g ] 

a + b+g び有効 

b+g び有効 

[3. 802.11 g ] 

[5. 802.11 a / g ] 

a+g び有効 

g び有効 

[1. 802.11 a ] 

[2. 802.11 b ] 

a び有効 

b び有効 
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FREESPOT で使う 


FREESPOT とは、無線 LAN でインターネットにアクセスできる環境を開放し、誰でもメールやインターネットを利用で 
さるエリア- サービスの ことです。 

FREESPOT を利用ずるためには、無線 LAN の設定を FREESPOT 用に設定する必要びあります。本機では 、 FREESPOT 
を簡単に利用でさるよラあ5かじめ FREESPOT 用の設定び登録されていまず。 

FREESPOT の設定場所や設定方法については、 http :// www . freespot . com / をご覧ください。 


お願い 


• FREESPOT の設定場所に移動し、電波を受信でさる環境で設定してください。 

• 屋外で FREESPOT を利用ずる場却ま、 IEEE 802.1 1 a を無効に設定してください。 （今55ぺージ） IEEE 802.1 1 a 
(5.2 GHz 巧. 3 GHz 帯無線 LAN / J 52、 W 52、 W 53) を使って匡かで通信を行うことは、電波法で禁止されています。お 
線 LAN の電源びオンの状態で本機を匡かで使用する場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定しておいてくださ 
い。 

5.47 GHz 〜5.725 GHz の周波数帯域 （ W 56) の屋外での使用については電波法で禁止されていませんび （2007 年1月 
な降)、本機に搭載されている無線 LAN は W 52/ W 53 でち送信を行ラため、 W 56 ち屋外では使用でさません。 


1 FREESPOT の設定を選択する。 

① 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」（@ または®) をちクリックして、 
[ネットワークに接続]をクリックする。 

② [ FREESPOT ] をクリックする。 

③ [接続]をクリックする。 


お知5せ 


• [ FREESPOT ] をクリックすると、自動的に Windows ファイアウォールび有効になりまず。 
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ケーブルを接続しないで、インターネットや他の Bluetooth 機器にアクセスすることびできます。 


お知らせ 


• 通信は Bluetooth アンテナ （ A ) を通じて行われまず。手や体などでアンテナ部をふさがな 
いで < ださい。 

• 電子レンジの近<では通信速度び遅<なりまず。 

• Bluetooth を使うには、セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「 Bluetooth 」 

を「有効」（工場出荷時の設定）に設定してください。 （今69ページ） 



■ Bluetooth をオン/オフずる 

今50ページ r 無線通信をオン/オフずる」 

■ Bluetooth の通信げ態を確認ずる 

今51ぺージ r 無線切り替えユーティリティアイコン」 

■ オンラインマニュアルにアクセスずる 


1 M (スタ-卜）■■[すべてのプ□グラム ]- [Blue れ〇化] - [ユーザーズガイド]をクリックする。 
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自宅や会社、出張先など、いろいろな場所でネットワークに接続ずる場合、本機にインス!ルされているネットセレク 
夕 一 2び便利です。 

■ ネットセレクター2とは 

ネットセレクター2は、ネットワークの設定を登録し、接続したネットワークに合わせて設定を切り替えるためのアプ U 
ケーシヨンソフトです。 

接続先や接続方法び変わると、そのたびに Windows 上で接続の設定を切り替える必要びありますび、ネットセレクター 2 
にネットワークの設定を登録しておくと、接続するネットワークに合わせて IP アドレスや使用ずるプリンターを切り替え 
ることびでさます。 

■ ネットセレクター2の基本機能 

Windows には、次のネットワーク管理機能びあります。 

• 新たに接続されたネットワークを記憶する 
• 記憶したネットワークの接続を識別する 

• 識別したネットワークに応じたファイアーウォールの設定を適用する 

ネットセレクタ ー2 は、このネットワーク管理機能と連動して、次の動作を行いまず。 

• Windows に記憶されたネットワークに対して、 IP アドレスや通常使うプリンターなどの設定データを保存ずる 

• Windows に記憶されたネットワーク’ 1 に対して、保巧した設定データを適用する 

すべてのネットワークが自動で識別されるわけではありません。識別されない場合は、 r 識別されていないネットワーク」とまおされ 
ます。 


ネットセレクター機能 
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ネットワークへの接続方法や接続先の切り替え 


あ 5 かじめ、モデム、 LAN または無線 LAN など、ネットワークに接続できる設定にしておいてください。 

ネットワークに接続するだけで、自動的にそれぞれのネットワーク向けの設定に切り替わりまず。自動で認識でをない場 
合は、じ I 下のよラに手動で切り替えてください。 

■ 手動で切り替える場合 


1 画面ち下のタスクトレイの^ (ネットセレクター 2) をちクリックする。 


2 


[選択]をクリックし、接続したい登録済みのネットワーク名または作成した設定データをク 
リックする。 

選択したネットワークの登録内容 （ IP アドレスや使用ずるプリンターなど）に切り替わりまず。 

また、次のち法でちネットワークの設定を切り替えることびでさます。 


① 画面ち下のタスクトレイの 


(ネットセレクター 2) をダブルクリックずる。 


② 「ネットセレクタ ー2 (設定)」画面のネットワークー覧に表おされている項目か5接続したいネットワーク名 
を選択し、[選択]をクリックする。 


③ [閉じる]をクリックする。 


お知 5 せ 


• 全機能を利用できるのは 、 Internet Explorer 7.0 、 Windows メール 6.0 に限りまず。 

• Internet Explorer や Windows メールでダイヤルアップ接続の既定値を変更した場合は、その設定び有効になりまず。 

• ネットセレクター2のウィンドウサイズを変更ずることはでさません。 

• Windows メールの[ツール]-[アカウント]-[マイク□ソフトコミュニティ（既定）]-口□パティ]をクリックし、胺 
続]の[このアカウントには次の接続を使用する]にチェックマークを付けている場合は、その接続び有効になりまず。 

• モデムによるダイヤルアップの場合、 Windows で新しい接続を追加すれば、ネットセレクタ ー2 で接続先を切り替え 
ることびでさます。 

• ネットセレクター 2に登録される設定内容はじ(下のとおりでず。 

• ネットワーク名 

• IP アドレス 

• DNS アドレス 

-ヴブネットマスク 
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-デフオルトゲートウエイ 

• □ —カルエリアネットワーク （ LAN ) の設定（自動構成、プ□キシヴーバー設定） 

-通常使ラプリンターの設定 

• ネットワーク設定には、ネットワークに関する高度な知識び必要でず。 Windows のネットワークに関する用語や意 
味を十分理解したラえで本機能を使用してください。 


ノ V —ドディスクドライブ 
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J \- ドディスク内の重要なデータの流出を防ぐために、八ードディスクドライブを取り外すことびでをまず。 


お願い 


• 重要なデータは、八ードディスクドライブを取りかす前に必ずバックアップを取っておいてください。 

• 修理その他の目的で、別のパソコン上で八ードディスクのデータを読み込む必要びある場合は、八ードディスクド 
ライブを取りかず前に、セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで 「 A - ドディスク保護」を 
「無効」に設定してください。 （"^ァ〇ぺージ） 

• 八ードディスクドライブは衝撃に非常に弱いため、取り付け/取りかしを行う際には十分に注意してください。ま 
た、静電気によって内部の部品び故障ずる可能性びあります。 


1 パソコンの電源を切り、 AC アダプターを取りがす。 

•スリープ機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 バッテリーパックを取りがす （み24ぺー シ）。 

3 ハードディスクドライブを取り付ける/取りがず。 

• 取りかすには 

① ラッチ （ A ) を左側にスライドして、カバーの□ックをかず。 


③ ハードディスクドライブのタブ （ C ) を引いて、ス□ットか5取り出ず。 


② ラッチ （ B ) を巧し上げて、カバーを開ける。 



C 
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• 取り付けるには 

① ス□ットの奥までしっか0と八ードディスクドライブを挿入する。 


感 カパーを閉め、ラッチ （ D と E ) を戻してカパーを□ックずる。 


4 バッテリーパックを取り付ける （今24ぺーゾ )。 



お願い 


• パソコンを持ち運ぶ際に八ードディスクドライブび落ちないよラ、ラッチび正しく□ックされていることを確認し 
て < ださい。 


お知らせ 


• ハードディスクドライブを取り外す前に、データを消去ずることびでさます。（与『取扱説明書』 「 A - ドディス 
クの内容をすべて消去する」） 

• セットアップユーティリティの「情報」メニューで、八ードディスクび認識されているかどラか確認でさまず 
(今65ページ）。 ハードディスクび認識されていない場合は、パソコンの電源を切って、再度取り付けてください。 
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パソコンの動作環境の設定（パスワード設定、起動ドライブの選択など）をすることびできまず。 


を起動する 


1 パソコンの電源を入れる、または再起動する。 

2 パソコンの起動後ずぐ、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に每を数回押す。 

[パスワードを入力してください]び表示された5、パスワードを入力してください。 

スーパーバイザーパスワードで、セットアップユーティリティを起動したとさ 

•セットアップユーティリティのすべての頂目び設定できます。 

ユーザーパスワードで、セットアップユーティリティを起動したとき 

• 次のよラになりまず。 

-「詳細」および「起動」メニューでは、項目の設定を変更することはでさません。 

-「セキュリティ」メニューでは、「ユーザーパスワード保護」び r 保護しない」に設定されている場合に、 
ユーザーパスワードのみ変更でさます。ユーザーパスワードを削除することはでをません。 

-「終了」メニューでは、「デフォルト設定」の設定はできません。 

- F 9 (デフォルトの設定）は使えません。 
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下線は工場出荷時の設定です。 


吕語 （ Language ) 

Enalish 

日本語 ( Jaoanese ) 

機種品ま 

パソコン情報懐更で 

製造番号 

さません） 

CPU タイプ 


CPU スピード 


BIOS 


電源コント □ ーラー 


メモリーサイズ 


使用可能メモリー 


八ードディスク 


光学ドライブ 


累積使用時間 
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メインメニュー 

下織; 

t 工場出荷時の設定です。 

システム時間 

• 24時間制です。 

- Tah で力ーソルの移動びでさます。 

[ xx : xx : xx ] 

システム日付 
. 年/月/曰 

- Tah で力ーソルの移動びでさます。 

[ xxxx / xx / xx ] 

フラットパッド 

無効 
ち効 

タッチノ ネルモード 

タッチパネル 

タブレット 

自動 

現在の状態 

-[タッチパネルモード]が[自動]に設定されているとさのみ表をされます。 

タッチパネルモード 
の設定状態に応じ 
て、「タッチパネル」 
または「タブレッ 
卜」のどち 5 かび表 
をされます。 

Fn / 左 Ctrl キー 

-内部キーボードの Fn と Ctrl (左側）の機能を入れ換えるかどうかを設定します。 

標準 

入れ換え 

ディスプレイ 

- Windows び起動ずるまでの表示先を設定します。か部ディスプレイを接続していないときは、 
r 外部ディスプレイ」を選んでいてち、すべての情報び内部 LCD に表示されます。 

外部ディスプレイ 
内部 LCD 
同時表ち 

LCD 輝度モード 

通常輝度 
高輝度 

DVD ドライブ速度 

高速 

中速 

環境 

常温 

ちご曰 
巧/皿 

自動 
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現在の状態 

バッテリーの状態に 

-「環境」び「自動」に設定されているとさのみ表をされます。 

よって、「常温」ま 


たは「高温」のどち 


5かび表ちされま 


す。 



下線は工場出荷時の設定です。 


Core Multi-Processing 

無効 
ち巧 

Intel ( R ) Virtuahzation fechnology 

無効 


有効 

►シリアルポート•パラレルポート設定 

サブメニュー表 

-シリアルポート A / B およびパラレルポートを設定します。 

示*1 


_「シ U アルポート•パラレルポート設定」を選択したときにまおされるサブメニユー 


シ U アルポート A 

無効 


有効 

自動 

I/O IRQ 

3 F 8/ IRQ 4 

-「シ U アルポート A 」 が「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 11 

2 E 8/ IRQ 10 

シ U アルポート B 

無効 


有効 

自動 
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下線は工場出荷時の設定です。 


I/O IRQ 

-「シリアルポート B 」 が「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

3 F 8/ IRQ 4 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 11 

2 E 8/ IRQ 10 

パラレルポート 

無効 

-設定を変更する必要はありません。 

有効 


自動 

モード 

双方向 

-設定を変更する必要はありません。 

ECP 


EPP 

I/O 

378 

-設定を変更する必要はありません。 

278 


3 BC 

IRQ 

なし 

-設定を変更する必要はありません。 

IRQ 5 


IRQ 7 
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下線は工場出荷時の設定です。 


モデム 

無効 

ちな 

LAN 

無効 


ち効 

Power On by LAN 機能 

禁止 

- 「 LAN 」 び「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

許可 

• [Power On by LAN 機能]を使ラには、[デバイスマネージャ]でち設定が必要です。 （ 

) 


お線 LAN 

無効 


ち効 

Bluetooth 

無効 


ち効 

無線スイッチ 

無効 


ち効 

PC 力ードス□ット 

無効 


ち効 

ExpressCard ス□ット 

無効 


ち効 

SD ス□ット 

無効 


ち効 

IEEE 1394 ポート 

無効 


ち効 

USB ポート 

無効 


ち効 

ポート U プ U ケーター USB ポート 

無効 

-設定を変更する必要はありません。 

ち効 

レ ガシー USB 

無効 

- rUSB ポート」または「ポートリプリケータ ー USB ポート」び「有効」に設定されているときの 

ち効 

み設定でさます。 
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下織3 

t 工場出荷時の設定です。 

データ実行防止機能 

-「有効」にずると、ハードウエアデータ実行防止 ( DEP ) 機能び有効になります。 

無効 
ち効 

起動時のパスワード 

無効 
ち効 

► スーパーバイザーパスワード設定 

サブメニュー表示 

Setup Utility 表示 

• 「無効」にすると、 [ Panasonic ] 起動画面に [Press F 2 for Setup / F 12 for LAN ] というメッセージ 
び表示されません。ただし、メッセージび表示されなくても f2 と 1=12 は働さます。 

無効 
ち効 

Boot First Menu 

無効 

ちな 

八ードディスク保護 

- スーパーバイザーパスワー ドが設定されているとさのみ設定でさます。 

無効 

有効 

ユーザーパスワード保護 

イ呆護しない 
保護ずる 

►ユーザーパスワード設定 

- スーパーバイザーパスワー ドが設定されているとをのみ設定でをます。 

サブメニュー表示 

DVD 操作 

無効 

有効 

►内蔵セキュ U ティ （ TPM ) 設定 

•セキュリティチップ （ TPM ) 内蔵モデルのみ 

-詳しくはを『内蔵セキュリティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご覧ください。 

巧(スタート）をクリックし、[検索の開御に [ c :¥ u 川 ¥ drivers ¥ tpm ¥ README . pdf ] と入力して、 

Enter を巧す。 

サブメニュー表を 

►Computrace ( R ) 設定 

サブメニュー表示 
(変更でさません。） 
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起動順位： 

1 : USB FDD :* *2 
2: Hard Disk : xxxxxxxxxx 
3: Optical Drive : xxxxxxxxxx 
4: USB CDD : 

日 ： PCI LAN : xxxxxxxxxx 
6 : 

7: 

8 : 

起動対象外： 

USB KEY : 

USB HDD : 

USB LS 120: 


つパナソニック製 USB フ□ッピーディスクドライブ（別売り： CF - VFDU 03 U ) 

「起動対象夕+」の機器か5は起動でさません。 

■ 起動順位を変更ずるには 

順位を上げる：ろと5で機器を選択して we を巧ず。 

順位を下げる：丕と5で機器を選択してを巧ず。 _ _ 

「起動対象か」か5 r 起動順位」へ、またはその逆に機器を移ず：丕と$で機器を選択し、 X を巧ず。 
初期設定に戻ず：1を巧ず。 


お知 5 せ 


• 工場出荷時の起動順位は ruSBFDDj - 「Hard Disk 」 一 「Optical Drive 」 一 ruSBCDDj - 「PCI LAN 」 です。 

• 次の機器か 5 起動ずるには、下記の設定をして<ださい。 

ま己動する機器 化要な詰を 

• USB 接続機器 ： rUSB ポート」と「レガシ ー USB 」 を「有効」にずる。 （今69ぺージ） 

• LAN : 「 LAN 」 を「有効」にする。 （今69へージ） 

• マルチメディアポケット機器：に VD 操作」を「有細にする。 （今70ぺージ） 

• パソコン起動時に、起動する機器を選択ずることもできます。 [ Panasonic ] 起動画面び表をされた 5、 すぐにを 
巧してください。 r 起動時のメニュー」び表をされ、機器を選択することびでさます。「起動時のメニュー」は、 
「セキュリティ」メニューの 「Boot First Menu 」 び「有効」に設定されているときのみ表ちされまず （今70ぺージ)。 
「起動」メニューで設定を変更すると、それにとちない r 起動時のメニュー」ち変更されまず。 














セツトアップユーティリティ 


か BACK 72 NEXT A 



設定を保存して終了 

設定内容を保巧して再起動ずる 

設定を保存しないで終了 

設定内容を保存せずに終了ずる 

デフオルト設定 

工場出荷時の設定に戻ず 

設定を戻す 

設定内容を変更前の設定に戻す 

設定を保存する 

設定内容を保をする 
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画面の一部を拡大することびでをます。 


ズームビューアーをインストールする 


ブ 管理者のユーザーアカウントで□グオンずる。 

2 因 (スタート）をクリックし、 r 検索の開始1に rc:¥util¥loupe¥setup.exe1 と入力して Enter を巧 
ず。 


3 画面の指示に従ってインス I ルを行ラ。 


ズームビューァーを起動する 


1 因(スタート）-[すべてのプ□グラム]- [Panasonic]- [ズーム 
ビューアー ] をク U ックずる。 

2 [0K] をクリックする。 

• 画面ち下のタスクトレイに^引び表示されます。 


ブームピ 2—7— 3函面上の «KT 月ころ5ちめが0のように阻ホするコー子イリテ1•です • 
® ゴI-ムむ-7づ居肺を t. ゎ〇トレイIこま苗し S す， 


■ トレイ7イコンのち W ■パ)問苗な6ぉ壬5置更できまで。 


■9 A ホで巧し g が与ちボ9ン S りリツ W るは!-リルの位宜臣 ffiX 受示します， 

■もう一 a A 巧-引申ぶ恥をボわ空な b 巧ると证太を示ウインド巧 M じます。 
.抽巧示ウィンドウの?1をウリみしてら面スま5ウィンドウ臣なじます。 


「35-卜；?パに a 泣76【日口わ目面向 C 苗》し rr。） 
[巧回恥この夕巧□ヴ臣 S 示し谷い 
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スームビューノノーを使つ 


1 画面上の拡大したぃ部分に力ーソル/^を合わせる。 


2 


3 


亟を巧したままちクリックする。 

• カーソルを合わせた部分び}広大されまず。 

• ^をダブルクリックするか、に^をちクリックし[表をする]をクリックしてち拡大でさます。 


拡大表示ウインドウ （A) をドラッグして、拡大表示される部分を 
動かず。 

• 拡大表示ウインドウを非表示にするには、 fp ] (非表示ボタン） （ B ) をクリック 
して < ださい。 _ 

または、拡大表示ウインドウの節 H がでクリックするか、 Alt を巧したままち 
クリックしてください。 

• 拡大表ちウインドウのサイズを変更するには、ち下の隅 （ C ) をドラッグして 
<ださい。 

拡大/縮ルでさるサイズの範囲は、画面の解像度により異なりまず。 


I ensur の 


consumable p 
'ing condi い 

"ary is 為咖が y づ〇 08 OOf 


^temperature range 、 

pmperaturG is high, the temfj 
\e with all its windows clos 


け er I \harged if its temper; 

the numbt^ 


atof turns gr 心、、 
で ase, hastening ns. 


お知らせ 


• 拡大表示ウインドウの中のテキストや画像は、拡大表ちされた瞬間（例： go を巧したままちクリックした瞬間）の 
ものになります。元の画面で変更した内容を拡大表ちウインドウに反映ずるには、拡大表をウインドウをクリックし 
て < ださい。 

• アプリケーシヨンソフトによっては、ズームビューアーび働かない場合びあります。 
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■ Excel のセルの文字を拡大表示ずるには 

拡大表示ウインドウの中央にあるセルの文字を、テキスト表おウインドウ （ A ) に大さく表 
ちすることびでさます。 


① 画面ち下のタスクトレイの@をちクリックする。 

感 [ Excel テキスト表を]にチェックマークを付ける。 

• 工場出荷時はチェックマークび付いています。 

• チェックマークをがずと、テキスト表示ウインドウは表おされません。 


お知5せ 



表示する ( Z ) 


V Excel テキスト表示 ( E ) 

V 2宿酬 D ) 

3倍拡大の 

設定巧)… 

バージヨン 盾淀( V ) 

巧了 ( X ) 


• 次の場合、テキスト表示ウインドウは表ちされません。 

• お使いの Excel び、 Microsoft ® Excel 2000 / Microsoft ® Excel 2002 / Microsoft ® Office Excel 2003よりも前のバー 
ジョンの場合 

(上記よりち前のパ‘ージョンには対応していません。） 

-セルじ(か（テキストボックス、コメント、グラフなど）の文字の場合 
-印刷プレビュー画面の場合 

-テンプレートを使用してファイルを新規作成し、そのファイルを保巧していない状態（保をするとテキスト表ち 
ウインドウび表をされまず。） 

• 複数のウインドウで、同じ名前のファイルを開いているとさは、テキスト表をウインドウび表おされない場合びあ 
りまず。また、ファイルによってもテキスト表おウインドウび表示されない場合びあります。 

• テキスト表おウインドウで表ちされる文字は、1番手前に表ちされている Excel ファイル（選択されている Excel ファ 
イル）の}広大表示ウインドウの中央にあるセルの文字でず。 

• セルか5はみ出した文字上に力ーソルびあった場合は、テキスト表ちウインドウは表示されません。はみ出した文 
字び格納されているセル上に力ーソル（拡大表示ウインドウの中央部分）を移動させてください。 
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ズームビューアーを設定する 


1 画面ち下のタスクトレイの關をちクリックする。 

2 [設定]をクリックする。 

[表示/巧表示のシヨートカットキーの割り当て] 

• 外部マウス/フラットパッドを使用するとさ 
の [マウス/タッチパッド]をクリックする。 

② 亞1、 を而巧 の中か！5組み合わせるキーをクリックし、チェックマー 
クを付ける。（複数キーの組み合わせび可能でず。例：丽+丽) 

③ [もクリック]またはにクリック]のいずれかのうち、上記の手順 ②で 選択した 
キーと組み合わせて使ラちのを選択して<ださい。 

• キーボードを使用するとさ 

① [キーボード]をクリックずる。 

② エディットボックスをクリックし、 シヨー トカット用に使ラキーを巧ず。 

(例：亟+1、 C 1 R +亟+ Z など） 

[ウインドウデザイン] 

拡大表をウィンドウの形を選択しまず。 

跑動] 

ズームビューアーの自動起動と説明ウィンドウのオン/オフを切り替えることびでさます。 


表示する (Z) 

V Excel テキスト表示 (E) 

>/ 2宿歓 (D) 

3倍拡大の 

設定口)… J 
バー安 ヨン 盾银(V) 
終了が） 


[デフオルト] 

クリックずると工場出荷時の設定に戻ります。 


3 


[0K] をクリックする。 
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本機は 、 DMI (Desktop Management Interface ) の規格に準拠しています。 DMI ビューァー使って、 CPU やメモリー、本機 
がサポートしているシステムなどのパソコンの情報を確認でさます。 


1 田 (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - 口 Ml ビユー 
アー] をク IJ ックする。 

DMI ビユーアーの画面び表おされまず。 

2 詳細を表示ずるには、各項目をクリックしてください。 



■ 情報をテキストファイルで保存ずるには 

① 表示された項目を保存ずるとさ 

[ファイル]-[表を中のデータを保を]をクリックする。 

ずべての項目を保存ずるとき 

[ファイル]-[すべてのデータを保存]をクリックする。 

② フオルダーを選択し、ファイル名を入力して[保存]をク U ックずる。 
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ネットワーク接続と通信ソフトウエアについて 


省電力機能は、通信ソフトウェアを終了してか 5 お使いください。 

• 通信ソフトウェアを使用中に省電力機能（スリープ機能や休止状態機能）び働くと、ネットワーク接続び切れたり、パ 
フォー マンスび低下したりすることびありまず。その場合はパソコンを再起動してください。 

• ネットワーク環境でお使いのときは、ロンピュータをス U - プ状態にする]と[次の時間び経過後休止状態にする]を[なし] 
に設定ずることをお勧めします。 （今13ページ） 


Windows 関連ファイルについて 


Windows Vista DVD - ROM に収録された Windows 関連フアイルは、下記のフオルタ’一にインストールされています。 
c :¥ windows ¥ support ¥ migwiz 、 c :¥ windows ¥ support¥tools 


シリアル機器について 


本機の COM ポートは下記のよラに割り当て 5 れています。 

• COM 1 :シリア ルポー ト A 

• COM 5 :モデム 

設定を変更すると、シリアル機器び正常に動作しないことびありまず。 








困つたときの Q&A ( 詳細 $ 扁） 夺 BACK 79 NEXT 卡 


トラブルび発生した場合は、じ(下の方法をお試しください。じ(下の方法でち解ミ夫しない場合は、当社ご相談窓□にご相談く 
ださい。ソフトウエアに関する問題は、ソフトウエアのマニュアルをご覧ください。 

. パソコンの使用状態を確認するには （488ぺージ） 

■ 終了時 


Windows の終了または再起動がでさ 
ない。 

• USB 機器を取り外してください。 

• 終了するまで 1 〜 2 分かかる場合びありまず。 


スリープ-休止げ態機能 


スリープまたは休止状態に入ることび 
でさない。 

• USB 機器をいったん取りがしてください。それでち正しく動作しない場合は、 
パソコンを再起動してください。 

• スリープ-休止状態に入るまで 1 〜 2 分かかる場合びありまず。 

• モデム経由で通信している場合、パソコンびスリープ状態に入5ないことび 
あります。 

• リジューム直後はスリープ-休止状態には入りません。約 1 分間お待ちくださ 
い。 

自動的にス U - プまたは休止状態に入 
5ない。 

• 周辺機器を取りがして<ださい。 

• 無線 LAN 機能を使ってネットワークに接続している場合は、アクセスポイン 
卜の設定を実行してください （今 54 ページ)。 

• 無線 LAN 機能を使わない場合、無線 LAN 機能の電源を切って<ださい 
(今 50 ベー ン）。 

• 八ードディスクに定期的にアクセスずるソフトウエアを使っていないか確認 
して < ださい。 

パソコンび U ジュームしない。 

• 電源スイッチを 4 秒 L ソ上スライドさせると、パソコンび強制終了し、リ 
ジュームしません。その場合、保巧されていないデータはずべて失われます。 

• パソコンびスリープ状態のときに、 AC アダプターとバッテリーパックを取り 
かしませんでしたか？スリープ中に電力の供給びなくなると、保存されてい 
ないデータは失われ、パソコンはリジュームしません。 

• バッテリー残量びありません。スリープまたは休止状態でら電力は消費されま 
す。 
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ディスプレイ 


Fn + P 2 を巧してち画面び明るくな5 
ない。 

• 周囲の温度び高い場合、誤動作を防ぐために輝度び低<設定されます。5で 
〜35での環境でお使いください。 

X ィスプレイに[電源オプシヨン]画面 
び表示されるまで時間びかかる。 

• 次の手順を実行し、省電力設定ユーティリティの設定により[パナソニックの 
電源管理のコピ ー] び100件 L ソ上作成されていないか確認してください。 

① 画面ち下のタスクトレイの0またはり』をク U ックし、[その他の 
電源オプシヨン]をクリックする。 

感 [追加のプランを表おしまず]をクリックする。 

[パナソニックの電源管理のコピー]び1件じ Lb 表ちされたとさは、削除ずる電 
源プランを選んで[プラン設定の変更]-[このプランを削除]をクリックし、削 
除して < ださい。 


サウンド 


音び聞こえない。 

• FS + 田または FS + F 6 を巧してミュートを解除してください。 

• パソコンを再起動してください。 

音び乱れる。 

• FS とのキーの組み合わせによる操作をずると、音び乱れることびあります。 
再生をいったん停止し、再生し直してください。 

Fn + F 5 または Fn + F 6 で音量を変更 
でさない。 

• Windows サウンド機能を有効に設定してください。ヴウンド機能び働いていな 
いと、 g び表ちされてち音量は変化しません。 

□グオン時（パソコンのリジューム時 
など）に音声びひずむ。 

• 次の手順を実行し、サウンド設定を変更して音声出力を停止して<ださい。 

① デスクトップをちクリックし、[個人設定]-[サウンド]をクリック 
する。 

② [Windows スタートアップのヴウンドを再生ずる]のチェックマーク 
をかす。 
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■キーポード 


日本語び入力でさない。 

• 半ち/をち を巧して日本語入カモードにしてください。 

数字しか入力でさない。 

• NumLK ランプのの点な中は、キーボードびテンキーモードになっていまず。 
NumLk を巧して解除してください。 

大文字しか入力でさない。 

• Caps Lock ランプ国の点な中は、キーボードび大文字入カモードになってい 
ます。 Shift+Caps Lock を巧して解除してください。 

特殊文字化、る、？など）や記号び入 
力でさない。 

• 文字コード表を使ってください。 H (スタ-卜)-[ずべてのプ□グラム]-[ァク 
セサリ]-[システムツール]-[文字コード表]をクリックして < ださい。 


ネットワーク 


ネットワークに接続でさない。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「 LAN 」 （または 「 LAN 」 

と「モデム」）を「有効」に設定してください。 （今的ぺージ） 

パソコンの MAC アドレスび確認でさ 
ない。 

• 次の手順を行って < ださい。 

① 0 (スタート）-[ずべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[コマンドプ 
□ンプト]をクリックする。 

感 fqetmac/fo list / vl と入力し Enter を押す。 

• " fo " と " list " の間、 " list " と 7 v " の間にはそれぞれスぺースを 
挿入してください。 

③ 無線 LAN の MAC アドレス 

rlntel ( R ) Wireless WiFi Link 4965 AGj の[物理アドレス]と表ちされ 
た行の12けたの英数字をメモずる。 

LAN の MAC アドレス： 

「Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controlled の[物理 
アドレス]と表ちされた行の 12 けたの英数字をメモする。 

④ [ exit ] と入力し Enter を巧す。 
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無線通信 


ネットワークに接続でさない。 

• 無線スイッチをスライドし、無線機器をオンにしてください。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 r 無線 LAN 」、 または 
「 Bluetooth 」 を「有効」に設定してください。 （今69ぺージ） 

• パソコンを再起動してください。 

無線 LAN のアクセスポイントび検出 
されない。 

• パソコンとアクセスポイントの距離を近づけて、再度検出してください。 

• 次の設定内容を確認してください。 

. セットアップユーティリティの「詳細」メニューの r 無線 LAN 」 の設定状態 
「無線 LAN 」 び「有効」に設定されているか確認する。 （今69ぺージ） 

-無線スイッチの状態 
無線スイッチをオン側へスライドずる。 

-無線切り曾えユーティリティの状態 
「無線 LAN 」 び「オン」になっているか確認ずる。 （451ぺージ） 

• IEEE 802.11 b / g を使う場合、本機はチャンネル1〜13’ 1 を使用して接続を行い 
ます。このチャンネルびアクセスポイントで使用されているかどラか確認し 
て < ださい。 

無線接続を行ラ場合、使用される周波数帯域をセグメントに分割し、さ帯域セグメン 
卜を用いて別個の接続を行ラことがでさます。「チャンネル」とは分割された個々の 
周波数帯域幅をいいます。 


周辺機器を接続ずる 


ドライバーのインス1ル中にエラー 
び発生す る。 

• 力ードや周辺機器のドライバーをインス!ルする場合は、 0 S に対応してい 
ることをご確認ください。未対応のドライバーを使用ずると、誤動作につなび 
る場合びあります。ドライバーについては、周辺機器の製造元にお問い合わせ 
<ださい。 

• 周辺機器を接続する前に、まず周辺機器のドライバーび入っているメディア 
に D - R 0 M など）を確認し、メディアに対応した機器をマルチメディアポケッ 
卜に取り付けてください。いったんドライバーのインス1ル画面び表おさ 
れると、その後でマルチメディアポケットに取り付けた機器は認識されませ 

Aj 。 







困ったときの Q&A (詳細編） 夺 BACK 83 NEXT 卡 

■ 周辺機器を接続ずる 


周辺機器び動作しない。 

• ドライバーをインス!ルしてください。 

• 機器の製造元にお問い合わせください。 

• スリープ•休止状態か5リジュームした後、マウスやモデム、 PC 力ードなど 
び正し<動作しないことびあります。その場合はパソコンを再起動ずるか、機 
器を再度な]期化してください。 

• デバイスマネージャで A び表ちされる場合は、機器を抜さ挿ししてください。 

それでも正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

• 機器の中には、パソコンび取り付け/取りがしを認識しなかったり、正常に 
動作しなかったりするちのびありまず。次の操作を行ってください。 

① 店 1( スタート）-[コンピュータ]-[システムのプ□パティ]-[デバイ 
ス7ネージャ ] をクリックずる。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワー 
ドを入力します。 

② 該当の機器を選択し、[電源の管理]の[電力の節約のために、コン 
ピュータでこのデパイスの電源をオフにできるよラにする]のチエッ 
クマークをかす。（この項目びない場合ちありまず。） 

• USB 機器び動作しない場合は、 USB 機器を接続し直すか、別の USB ポートに 
接続してください。 

接続しているマウスび動作しない。 

• マウスの接続を確認してください。 

• マウスに対応するドライバーをインス1ルしてください。 

それでちマウスび動作しない場合は、セットアップユーティリティの「メイ 
ン」メニューで、「フラットパッド」を「無効」に設定してください。 （今66 
ぺー ジ） 

USB フ□ッピーディスクドライブび、 
起動ドライブとして動作しない。 

• パナソニック製 USB フ□ッピーディスクドライブ （ CF - VFDU 03 U ) (別売り） 
のみお使いいただけまず。 

• フ□ッピーディスクドライブを、直接パソコンの USB ポートに接続してくだ 
さい 。 USB J パ'などの USB コネクターを経由して接続しないでください。パ 
ソコンの USB ポートにすでに接続している場合は、別の USB ポートに接続 
してみて < ださい。 

• セットアップユーティリティの「詳細メニューで、 rusB ポート」と「レガ 
シ ー USB 」 を「有効」に設定してください。 （469ぺ ージ） 

• セットアップユーティリティの「起動」メニューで、 rusBFDD 」 を r 起動順 
位」の一番上に上げてください。 （今71ページ） 

• パソコンの電源を切り、 USB フ□ッピーディスクドライブを接続後、パソコ 
ンを再起動してください。 
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■ 周辺機器を接続ずる 


RAM モジュールび認識されない。 

• RAM モジュールを正しく取り付けてください。 

• 仕様に合った RAM モジュールをお使いください （今36ぺー ジ)。 

• セットアップユーティリティの「情報」メニューをご確認ください （今65 
へー ジ）。 RAM モジュールび認識されていない場合は、パソコンの電源を切 
り、取り付け直してください。 

割り込み要求 （ IRQ )、 1のポートアド 
レスなどのアドレスマップびねか5な 
い。 

• 次の手順で確認することびでさます。 

① g (スタート）-[コンピュータ]-[システムのプ□パティ]-[デバイ 
スマネージャ ] をク U ックする。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワー 
ドを入力しまず。 

② [表お]-[リソース(種類別)]をクリックする。 

シリアルコネクターに接続している機 
器び動作しない。 

• 接続を確認してください。 

• 機器のドライバーは働しでいまずか？詳しくは機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 同時に、2個のマウスを使わないでください。 

• セットアップユーティリティの「メイン」メニューで、「フラットパッド」を 
「無効」に設定してください。 （今66ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、「シリアルポート•パラ 
レルポート設定」ヴブメニューの「シリアルポート A 」 または「シリアルポー 
卜 B 」 を「自動」に設定してください。 （今67ベー ジ） 

• 使用できる I / O と IRQ は、機器により異なりまず。動作しないとをは、セット 
アップユーティリティの「詳細」メニューで、「シリアルポート A 」 の 
「1/0 IRQ 」 の設定を変更してみてください。 

印刷でさない。 

• プリンターの接続を確認してください。 

• プリンターの電源を入れてください。 

• プ U ンターはオンラインになっていまずか？ 

• 用紙びなかったり、つまったりしていませんか？ 

• プリンターの電源を入れてパソコンに接続後、パソコンを再起動してください。 
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周辺機器を接続ずる 


LAN の通信速度び極端に遅くなる。 

PC カードを経由したデータ通信び正 
常に動作しない （ IEEE 1394 PC 力一 
ドを使って DV カメラに書き出す場合 
に動画び乱れるなど)。 

無線 LAN の接続び切断される。 

• 次の設定をしてみてください。 

0(スタート）-[コント□-ルパネル]-[システムとメンテナンス]-[電源オプ 
シヨン]をクリックし、[高パフォーマンス]を選択してウインドウを閉じる。 


フラットパッド/タッチパネル 


カーソルび動かない。 

• か部マウスを正しく接続してください。 

• キーボードを操作して、パソコンを再起動してください。 

めを巧し、今を3回巧し、 ♦ を巧し、[再起動 I を選択して Enter を巧し 
て < ださい。 

• キーボードで操作でさない場合は、 r 応答びない。」をご覧ください。 （今87 
ベー シ） 

フラットパッドを使って入力でさな 
い。 

• セットアップユーテイリテイの「メイン」メニューで、「フラットパッド」を 
「有効」に設定してください。 （今66ぺージ） 

• マウスのドライバーの種類によっては、フラットパッドび使えないことびあ 
ります。詳しくはマウスの取扱説明書をご覧ください。 

付属のスタイラスペンで正しい位置を 
指定でさない。 

• タッチパネルの補正（キャリブレーシヨン）を実行してください。 （ A 8 ペー 
ン） 

タッチパネルを使って入力でさない。 

• セットアップユーテイリテイの「メイン」メニューで、「タッチパネルモー 
ド」 を r 自動」または「タブレット」に設定してください。 （今66ベー ジ） 

Internet Explorer でフラットパッドの 
スク□ール機能を使用でさない。 

• タッチパネルを使用してください。 

• マウスカーソルを Internet Explorer のかへ移動してか!5、あ5ためて内側へ戻 
してみて < ださい。 

Adobe Reader 使用時、フラットパッ 
ドの水平スク□ール機能が使えない。 

• フラットパッドの[スク□-ルの設讶を確認してください。 

店 1( スタート）-[コント□-ルパネル]-[マウス]-[フラットパッド]をクリック 
し、[スク□-ルの設定]の[インテリマウスホイール互換]にチェックマークを 
付ける。 
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■ PC カード/エクスプレスカード 


力ードび使えない。 

• カードは正しく挿入されていますか？ 

• 規格に合った力ードをお使いください。 

• 力ードまたはその他の機器のドライバーをインス!ルした後、パソコンを 
再起動して < ださい。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 「 PC 力ードス□ット」と 
「 ExpressCard ス□ット」を「有効」に設定してください。 （今69ぺージ） 

• ポートを正しく設定してください。 

• 力ードの取扱説明書をご覧になるか、力ードの製造元にお問い合わせください。 

• 力ードを入れ直してください。 （今30ぺージ） 

• OS に巧応したドライバーをお使いください。 

■ SD メモリーカード 

SD メモリーカードが使えない。 

• セットアップユーテイリテイの「詳細」メニューで、 rsD ス□ット」を r 有 
効」に設定してください。 （今69ぺージ） 

■ ユーザーの簡易切り替え機能 

アプ U ケーシヨンソフトなどび正しく 
動作しない。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使用して別のユーザーに切り替えると、 L ソ下 
のよラな問題び起きる場合びありまず。 

-アプリケーシヨンソフトび正しく動作しない。 

- f 百とのキーの組み合わせび動作しない。 

• 画面の設定びでさない。 

-シリアルマウスび動作しない。 

• <セキュリティチップ （ TPM ) 内蔵モデルのみ> 

内蔵セキュリティチップ （ TPM ) の Personal Secure Drive び動作しない。 

• 無線 LAN び使えない。 

• Bluetooth び使えない。 

このよラな場合は、ユーザーの簡易切り替え機能を使わずにすべてのユー 
ザーを□グオフした後、再度□グオンして操作してください。それでち正しく 
動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 
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■ その他 


応答びない。 


• Ctrl + Shift + Esc を巧してタスクマネージャを起動し、応答のないアプリ 
ケーションソフトを終了してください。 

• 入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）び別のウィンドウで隠れ 
ていませんか？な ii + m で表示されている画面を確認してください。 

• 電源スイッチを 4 秒な上スライドしてパソコンの電源を切った後、再度電源を 
入れ、アプリケーションソフトを起動してください。それでち正常に動作しな 
し、場却ま、因(スタート）-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムのアンインス 
I ル]をクリックして、アプリケーションソフトをいったん削除してか5再 
度インス!ルしてください。 
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パソコンの使用状態を確認する 


PC 情報ビューアーを使ラと、パソコンの使用状態を確認することびでをます。ご相談窓□にお問い合わせの際の情報とし 
て必要になる場合びありまず。 


お知らせ 


• 本機では、八ードディスクドライブの管理情報（通電時間、通電回数、内部温度、交曾セクター数等）び八ード 
ディスク内に定期的に記録されます。記録されるデータ量は、1回あたり最大750バイトでず。これ5の情報は、万び 
-、八ードディスクび故障したとさの原因を推定するためにのみ使用ずるちので、本情報をネットワーク経由で外部 
に発信したり、目的じ(かに使用したりすることはありません。 

この機能を無効にずるには、 PC 情報ビューアーの[八ードディスク使用状況]の[管理情報の履歴を自動的に記録する 
機能を無効にする]のチェックボックスにチェックマークを付けて [ OK ] をクリックしてください。 

. 標準ユーザーは管理者のユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

• PC 情報ビューアーの画面は、他の画面よりち常に手前に表をされます。 


1 因(スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビユーア ー]-[ PC 情報ビユー 
アー] をク U ックずる。 

2 項目をクリックして、その項目の詳細情報を表示する。 

■ 情報をテキストファイルで保巧ずる 

1 保をしたい情報を表示ずる。 

2 [保を]をクリックする。 

3 ファイル保をする節囲を選択し、 [ OK ] をクリックする。 

4 情報を保をするフォルダーを選択し、ファイル名を入力して[保を]をクリックずる。 

• [管理情報の履歴を自動的に記録ずる機能を無効にする]にチェックマークび付いていない場合、[すべての情報を保存 
する]を選ぶと、記録済みの八ードディスクドライブ管理情報ち保巧されます。 

■ 画面のコピーを画像ファイルで保存ずる 


1 保をしたい画面を表示ずる。 

2 巧内+丽+两を巧す。 
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3 メッセージび表示された 5[0 K ] をクリックずる。 

[ドキュメント]フォルダーに画面の画像ファイルび保巧されまず。 

• 次の操作で保をすることちでさます。 

ち!(スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューア ー]- [画面コピー ] をクリックする。 


お知5せ 


• 画働ま256色のビットマップファイルでず。 

• 拡張デスクトップモード （今39ぺージ） を使用しているとさは、プライマリーデバイス側に表示している画面び保 
巧されます。 

• 工場出荷時は、コピーするキーの組み合わせはをな i + 瓦 ii + F ^ になっています。次の手順で変更することちでさまず。 

① 管理者のユーザーアカウントで□グオンずる。 

② ち 1( スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ PC 情報ビューアー]をクリックする。 

③ [画面コピ ー] をちクリックし、[プ□パティ ]- [シヨー トカッ h をクリックする。 

④ [シヨー トカット キー] の入力欄をクリックし、 シヨー トカットに使ラキーを巧ず。 

⑤ [0 K ] をクリックする。 
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• Microsoft とその□ゴ、 Windows、Windows Vista、Windows □ゴは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他 
の国における登録商標です。 

• Intel 、 Core 、 Centrino 、 PROSet は、米国 Intel Corporation の商標または登録商標です。 


• SDHC □ゴは商標です。 


• Adobe、Adobe □ゴ 、 Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

• PhoenixBIOS は 、 Phoenix Technologies Ltd . の商標または登録商標です。 

• PS 口⑥は International Business Machines Corporation の登録商標です。 

- 目 luetooth ™ は、その権利者が所有している商標であり、松下電器産業株式会社はライセンスに基づさ使用しています。 
- Panasonic は、松下電器産業株式会社の登録商標です。 

•本書に記載の製品名、ブランド名などは、各社の商標または登録商標です。 
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